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　新年あけましておめでとうございます。
　令和7年の新春を迎えるにあたり、謹ん
で年頭のご挨拶を申し上げます。

　はじめに、会員事業者の皆様ならびに関
係各位におかれましては、平素より当協会
の運営に対しまして、格別のご理解とご協
力を賜わり誠にありがとうございます。心
から感謝を申し上げますとともに、本年も
変わらぬご支援をお願い申し上げます。

　さて、昨年は元日の大地震で甚大な被害
を受けた能登半島地域を9月の豪雨災害が
襲うという悲劇がありました。多くの尊い
命が失われ、復旧・復興の道のりは依然険
しい状況であります。当協会と致しましては、
神奈川県をはじめ自治体の要請により緊急
物資輸送の協力をさせていただきました。
被害に遭われた皆様へ心からのお見舞いを
申し上げますとともに、改めて災害対策の
重要性を痛感したところであります。
　また、世界的なエネルギー・食料価格の
高騰など物価上昇が続いており、これらが
国民生活に重く圧し掛かってきています。

　トラック運送業界におきましても、燃料
費の高止まりをはじめ、ドライバーの人材
確保、働き方改革への対応等々、輸送コス
トを押し上げる要因が重なっている中で価
格転嫁が進まず、依然として大変厳しい事
業経営を強いられている状況が続いており
ます。また、このような中で、神奈川県に
おいて一昨年に続きトラック運送業界への
支援策を講じていただいたことに深く感謝
いたしますとともに、関係者の皆様にあら
ためて御礼申し上げます。
　業界といたしましては、このような状況
の中にあっても、「くらしを守る」の覚悟
のもと、人々の生活を根底から支えるべく
日々走り続けているところであります。
　新たな年を迎え、我々トラック運送業界
にとって解決すべき課題は多々ございます
が、引き続き会員のための協会を基本として、
交通安全事故防止、会員企業の経営健全化
を最重要課題として、諸課題に取組んでま
いります。

　はじめに、交通事故防止に対する取組で
ございます。言うまでもなく、トラック運

送事業者にとっての最重要課題は輸送の安
全確保であり、公道を使用して事業を営む
者の社会的責務であります。ここ数年来、
県内の交通事故は発生件数及び死傷者数と
もに減少傾向ではありますが、依然として
交通事故により百名を超える尊い命が失わ
れているのも事実であります。当協会とい
たしましても、交通死亡事故ゼロを目指し
て各種施策に取り組んできたところではあ
ります。しかしながら、昨年5月、営業用
トラックドライバーの飲酒運転による死亡
事故が発生し社会に大きな衝撃を与えまし
た。最近ではドライブレコーダーの普及に
より事故映像がテレビ等で広く報道されま
すが、これらは業界の社会的信用の失墜に
繋がりかねません。運送業界から『飲酒運
転を根絶』するため関係者一丸となって取
組を進めるとともに、従来より取り組んで
きました交通安全教室等の交通安全啓発を
はじめ、道路環境改善、乗務員等への安全
教育、安全機器の導入促進等、あらゆる角
度からの交通事故防止に対する取組を進め
てまいります。併せてトラック事業におけ
る総合安全プラン2025を推進し、更なる安
全対策を進めるとともに、公共輸送機関と
して生活基幹産業の担い手であることを自
覚し、引続き関係機関と連携しながら事故
防止対策を運送業界の一丁目一番地として
位置づけ取り組んでまいります。

　次に、経営環境の改善に対する取組でご
ざいます。働き方改革への対応をはじめ、
人出不足や燃料価格高騰により輸送コスト
が増加する中でトラック運送事業を取り巻
く経営環境は大変厳しい状況となっており
ます。このような状況のもとで、ドライバー
の労働条件を改善し、トラック運送事業が
その機能を持続的に維持しながら、国民生
活と経済活動を支えていくため、全日本ト
ラック協会と連携を取りながら、「標準的
な運賃普及促進運動」を展開したところで
ありますが、記録的な円安、物価上昇によ
り荷主企業においても経営環境は厳しい状
況であり、運賃交渉も困難を極めております。
　このような中、国土交通省、厚生労働省
をはじめ、荷主に関連する経済産業省や農
林水産省、公正取引委員会による「物流の
革新に関する関係閣僚会議」において物流
の2024年問題解決に向けて、物流の効率化、

一般社団法人 神奈川県トラック協会 会長
陸上貨物運送事業労働災害防止協会 神奈川県支部 支部長
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荷主・消費者の行動変容、商慣行の見直し等、
各種施策を盛り込んだ「物流革新緊急パッ
ケージ」が策定され、昨年には「物流改正法」
等の関係法令が公布されたところです。こ
の中では、運送事業者のみならず、荷主企
業や消費者も一緒になって、それぞれの立
場で担うべき役割を再考し、持続可能な物
流の実現につなげることが必要不可欠とさ
れております。たとえば、無料で行われて
きた翌日配送やジャストインタイム等のサー
ビスを見直し、有料化や差別化を進める等、
所謂「物流の最適化」を図らなければドラ
イバーの働き方改革は実現できず、結果的
に担い手が減少し輸送力が低下する恐れが
あります。ドライバーの労働環境及び待遇
改善を図り、物流の担い手であるドライバー
不足を解消するには、適正な運賃を収受す
ることが急務であり、政府の後押しを中心
としたこの追い風に乗って、我々は早急に
運賃交渉のテーブルに着く必要があります。
協会といたしましては、新聞、ラジオ等の
各種メディアを通じて、県民や荷主等へ業
界の窮状を訴えるとともに、トラック・物
流Gメンと適正化事業におけるGメン調査
員制度の活用など、個々の会員がそれぞれ
の荷主企業と交渉がしやすい環境を整える
ため、各行政機関、荷主団体の協力を得な
がら更なる取組を進めてまいります。　

　これら要望活動については政治との関係
が切り離せません。事あるたびに『選挙に
行きましょう』といったお声掛けをさせて
いただいています。昨年は、国内外で大き
な選挙が多数行われ、その結果が世界や日
本に政治・社会・経済状況の大きな変化を
もたらす引き金の年となりそうです。その
ような中、今年は参議院議員に加えて、い
くつかの自治体にて首長選挙等が行われま
す。特定の政党を支持することではありま
せんが、業界の声を反映させるためにも、
是非とも投票に行っていただきたくお願い
いたします。

　陸災防神奈川県支部につきましても、昨
年も会員の皆様、関係者の皆様からご理解・
ご協力を賜りましたことに心から感謝を申
し上げます。
　神奈川県内の道路貨物運送業における令
和6年の労働災害の発生状況（令和6年11

月末速報値）につきましては、死亡及び休
業4日以上の死傷災害は、令和6年、5年
の11月末同期を比較すると、8人減少して
701人となっています。死亡災害は5件発
生し、そのうち交通事故が2件、荷役運搬
作業中のものが3件で、昨年より1件減少
しています。
　陸災防では、第14次労働災害防止計画
（2023年度～2027年度）に基づいた労働災
害防止計画における、第13次計画期間に発
生した災害総件数よりも、死亡災害及び死
傷災害ともに5％以上減少させる目標達成
のため、「改正荷役作業の安全対策ガイド
ライン」を踏まえ、災害防止対策、会員事
業場と荷主との荷役作業における役割分担
の明確化等荷主との連携強化に取り組むと
ともに、交通労働災害の防止、過重労働防
止対策、メンタルヘルス対策、腰痛予防対
策等を充実させてまいります。
　本年におきましても、行政機関、荷主等
の関係各位のご協力をいただき、各種対策
を推進し、働きやすい職場環境の形成をめ
ざし、会員の皆様の更なる発展のために取
り組んでまいりますので、より一層のご支
援をお願い申し上げます。

　このように、我々業界は重要課題が山積
していることに加えて、カーボンニュート
ラルへの対応を含めたSDGs（持続可能な
開発目標）への取組、生産性向上のために
新技術を活用した物流DXへの対応等取組
むべき課題は多岐に亘りますが、問題点を
しっかり把握し、会員の皆様の意見をお聞
きしながら、会員のための協会を目指して
役職員一同、最善を尽くしてまいります。
またこれらの実現のためには、会員の皆様
一人一人が同じ方向を向き、同じ思いで各
種課題に取り組んで行くことが必要不可欠
であると思いますので、皆様の更なるご理
解・ご支援・ご協力をお願い申し上げます。

　結びにあたりまして、新しい年も業界に
とってよい年でありますように、また、皆
様にとっても素晴しい年でありますよう祈
念いたしまして、私からの年頭の挨拶とさ
せていただきます。
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　あけましておめでとうございます。
　振り返りますと、昨年の元日は、能登半
島地震が発生した日でありました。
　正月の穏やかな一日を吹き飛ばす突然の
大地震に、私自身、大変驚くとともに、い
つ起こるか分からない地震災害の恐ろしさ
を改めて突きつけられた思いでした。
　県は、地震発生直後から「災害対策支援
チーム」を設置。その後、警察や消防が次々
と現地に赴き、被災者の捜索や救助にあた
りました。
　現地では、断水や停電、通信障害などラ
イフラインの被災が深刻で、在宅避難や住
民が自主的に開設したいわゆる自主避難所
などに避難した被災者も多くいたため、避
難者の情報の把握と集約ができない事態が
生じていました。
　こうした状況の中、県は貴協会のご協力
の下、ポリタンクや緊急消防援助隊が使用
する食料、資機材等の緊急物資輸送を行い
ました。大規模災害において、トラック輸
送の力はとても大きく、命を支えているも
のであると改めて認識した次第です。貴協
会の会員事業者の皆様におかれましては、
このような緊急物資のほか、日頃より県民
生活や県内経済に不可欠な物資を運んでく
ださり、深く感謝いたします。
　そして、トラック運送業界は燃料価格の
高騰や人手不足、また昨年4月から適用さ

れたトラックドライバーの労働時間規制に
よる物流停滞の懸念など様々な課題に直面
しており、大変厳しい状況と推察いたします。
こうした中、県では、昨年度に引き続き、
燃料価格高騰分の一部を支援金として交付
しているほか、事業者の負担により従業員
にトラックの運転免許を取得させた場合の
奨励金を交付するなど、重要な社会インフ
ラである物流を支える中小貨物運送事業者
を支援しています。
　私は、4期目の県政運営に当たり「県民
目線のデジタル行政でやさしい社会の実現」
を掲げました。進歩の著しいデジタルの力
を様々な課題の解決に活用し、県民の皆様
が抱える「不安」を取り除いていくという
考えです。
　こうしたデジタルを活用した取組をさら
に進め、県民の皆様一人ひとりの「いのち」
が輝くやさしい社会の実現を目指し、本年
も全力を尽くしてまいる所存です。
　結びに、新しい一年が、県民の皆様にとっ
て素晴らしい年になりますことを祈念いた
しまして、新年の挨拶といたします。

神奈川県知事

黒岩　祐治

令和7年　年頭のごあいさつ
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　新年おめでとうございます。
　年頭に当たり新春の御挨拶を申し上げま
す。

　自動車運送事業者におかれましては、平
素より、安全・安心なサービスを提供する
ため日々ご尽力されておりますことに、心
から敬意を表します。
　昨年は、コロナ禍からの社会経済活動の
正常化が進みましたが、物価の高騰、生産
年齢人口の減少やいわゆる「2024年問題」
による労働力不足など、事業環境は厳しい
状況が続いています。
　この喫緊の課題である人材確保に向け、
各事業者では精力的に取り組まれています
が、関東運輸局としても、「物流革新に向
けた政策パッケージ」に掲げられた各施策
を着実に推進し、悪質な荷主企業等に対し
ては、公正取引委員会等の関係省庁とも連
携して、トラック・物流Gメンが厳正に対
処してまいる所存です。
　改正物流二法の施行によって、本年4月
から、全ての荷主・物流事業者に、物流効
率化の努力義務が課されます。また、多重
下請け構造の是正に向け、一定規模以上の
トラック運送事業者に対して、実運送体制
管理簿の作成と運送利用管理者の選任を義
務付けることとしています。これら物流の
関係者に対する新たな規制的措置は、持続
可能な物流の実現に向けて、関係者が相互

に協力し合うことを義務付けるものとご理
解いただき、各事業者においては、着実な
ご対応をお願いいたします。
　関東運輸局としても、2024年問題はこれ
からが本番であり、まずは年度末繁忙期に
向けて、輸送力不足が生じないか注視する
とともに、引き続き、あらゆる施策を総動
員して、物流産業の持続的成長、物流業界・
荷主・社会の三方よしの実現に向けて、本
省や関係機関と連携し、着実に取り組んで
まいる所存です。
　また、自動車運送事業の安全対策につい
ては、「事業用自動車総合安全プラン2025」
を踏まえた「関東地域事業用自動車安全施策」
を毎年とりまとめ、継続的にフォローアッ
プを行っているところ、令和6年度は、令
和5年中の事故発生状況を受け、「（タクシー
事業における）特徴的な事故」、「飲酒運転」、
「乗合バスの車内事故」、「健康起因事故」
の削減を重点課題と位置づけ、その他の課
題とともに、関係団体等と連携して事故削
減に引き続き取り組んでまいります。
　今後とも、関東運輸局の行政の推進に関し、
皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げまして、私の新年の挨拶とさせ
ていただきます。

 令和7年 元旦

関東運輸局長

藤田　礼子

令和7年　年頭の辞

5

神奈川トラック時報2025．1



関東運輸局　神奈川運輸支局長

柳瀬　光輝

年頭挨拶

　令和7年の新春を迎え、神奈川県トラッ
ク協会並びに会員の皆様に謹んで新年のご
挨拶を申し上げます。また、平素より国土
交通行政の各般にわたり、格別のご理解と
ご協力を賜っておりますことに対しまして、
厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年をふりかえりますと、トラッ
クドライバー等自動車運転者に対する時間
外労働　年960時間の上限規制や改正改善
基準告示が適用され、「2024年問題」とし
て国内の輸送能力が大きく不足する懸念が
我が国の大きな課題となった年でありまし
た。さらに、世界情勢の不安定化による物
価や燃料高騰、通販事業の拡大による貨物
の小口化・多頻度化のますますの進展など
も重なり、トラック運送事業を取り巻く環
境は例年以上に厳しいものであったと認識
しております。
　このような厳しい状況のなかにあっても、
トラック運送事業者の皆様は、我が国の物
流の根幹を担うという使命や責任感を持ち
ながら日々の業務を遂行していただいてお
ります。皆様のこうした変わらぬご努力の元、
国民の日常生活や経済活動に必要な物資は
変わることなく安定的に供給されており、
ここに皆様のご尽力に改めて深く敬意と感
謝を申し上げます。
　一方で、これからもトラック事業の健全
な運営を確保し、安定的な物流を維持して
いくためには、時間外労働の上限規制への
対応、不足している労働力の確保、適正取
引の実現、事故防止や環境対策など、多く
の課題に対応しなければなりません。

　神奈川運輸支局といたしましては、政府
でとりまとめた政策パッケージに基づき、「標
準的運賃」の周知・浸透や、昨年11月に体
制が強化された「トラック・物流Gメン」
といった取組を関東運輸局と連携して積極
的に進めて参ります。
　また、本年4月に施行される物流関連二
法では「トラック運送業界における多重下
請構造の是正」、「適正運賃収受」、「荷待ち
時間の削減」などを着実に達成すべく、発
荷主だけでなく、着荷主も含めたすべての
荷主と物流事業者に対する努力義務や、ト
ラック事業の取引に対する規制が課される
ことになります。神奈川運輸支局としまし
ても、あらゆる施策を総動員して、物流産
業を持続的に成長させるため、関東運輸局
や関係機関と連携し、引き続き着実に取り
組んで参る所存です。
　最後に、運送事業において最も重要な「輸
送の安全確保」につきましては、「事業用
自動車総合安全プラン2025」に基づき、引
き続き、皆様とも連携し、事故防止に向け
た取り組みを進めて参ります。事業者の皆
様におかれましても、事故防止の更なる徹
底を図られますようお願い申し上げます。
　神奈川運輸支局としましては、国民生活
と経済活動を支えるトラック業界の発展の
ため、神奈川県トラック協会並びに会員の
皆様と共に引き続き力を合わせて参る一年
にしたいと考えております。
　本年も、皆様のご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げまして、新年のご挨
拶とさせていただきます。
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神奈川県警察本部　交通部長

倉林　徹

年頭のごあいさつ

　令和7年の新春を迎えるに当たり、一般
社団法人神奈川県トラック協会及び会員の
皆様に謹んで新年のお慶びを申し上げます
とともに、日頃から労働行政の推進に多大
なる御理解と御協力を賜っておりますこと
につきまして、厚く御礼を申し上げます。
　トラック運転者につきましては、昨年4
月から時間外労働の上限規制及び改正され
た改善基準告示の適用が開始されましたが、
トラック輸送を取り巻く環境をみますと、
依然として取引慣行など個々の事業者の努
力では解決できない問題が存在いたします。
　そのためトラック事業者、荷主企業、運
送元請会社などの関係者がより一層連携し
て、商慣習の見直しに取り組むことが大切

であると考えております。
　当局では、局署で編成した荷主特別対策
チームにおいて、発着荷主等に対しこれま
で以上に長時間の恒常的な荷待ち解消に向
けた要請と働きかけを実施していくととも
に、個々の事業主が賃金引上げ等の環境変
化へ円滑に対応できるよう、適切な価格転
嫁を後押しし、業務改善助成金をはじめと
する支援等を拡充するなど、その環境整備
に努めてまいります。
　本年も、皆様方の御理解、御協力を賜り
ますよう、改めてお願い申し上げますとと
もに、貴会及び会員の皆様のますますの御
発展と御健勝を祈念いたしまして、新年の
挨拶とさせていただきます。

　明けましておめでとうございます。
　一般社団法人神奈川県トラック協会の皆
様には、輝かしい新年をお迎えのこととお
慶び申し上げます。
　また、貴協会におかれましては、平素か
ら警察行政の各般にわたり、御理解と御支
援を賜り、厚くお礼申し上げます。
　貴協会にありましては、高校生に対する
スケアード・ストレイト方式による交通安
全教室の実施や新入学児童に対するランド
セルカバーの寄贈など、県民を交通事故か
ら守るため、御尽力をいただき、重ねて感
謝を申し上げます。
　さて、令和6年の県下における交通事故
情勢につきましては、皆様のお力添えもあり、
発生件数、死者数ともに前年よりも減少い

たしました。
　しかしながら、事業用貨物自動車が関係
する交通事故については、発生件数、負傷
者数は減少したものの、死亡事故件数が前
年の約2倍と増加したことから、貴協会に
おかれましては、引き続き交通事故防止及
び交通安全意識の向上に努めていただきた
く存じます。
　県警察といたしましては、本年も悲惨な
交通事故の根絶を図るべく、各種施策を強
力に推進してまいります。
　今後とも、引き続き交通安全意識の高揚
にお力添えを賜りますようお願い申し上げ
るとともに、貴協会及び会員の皆様の益々
の御発展と御健勝を祈念いたしまして、新
年の御挨拶とさせていただきます。

7

神奈川トラック時報2025．1

神奈川労働局長

藤枝　茂

令和7年新年のごあいさつ
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　新年あけましておめでとうございます。
　神奈川県トラック協会会員の皆様にはお健
やかに令和7年の新春をお迎えのこととお慶
び申し上げます。また、平素より当組合事業
へのご理解ご協力を賜り心より厚く御礼申し
上げます。
　トラック運送業界におきましては、4月に
規制の適用が始まった働き方改革関連法の主
な内容の中でも時間外労働の上限規制と月60
時間以上残業した場合の割増賃金率の引き上
げについては、現在の人手不足に拍車をかけ
ることが予想され深刻化すれば物流が滞る原
因となりかねない状況にあります。これに対
して運送事業者としては、荷待ち時間の改善
や手作業削減のためのパレット化、物流コス
トの適正化に取り組む等、適切な対策を早急
に講じなければなりません。
　当組合を取り巻く環境におきましても、本
年1月より大手損害保険各社で物価高騰によ
る修理費の上昇や自然災害による支払増加等
を理由に自動車保険料を平均3.5～5％引き上
げるなど、経済環境の変化や交通事故の増加

によって大きく影響を受ける形となっています。
　当組合におきましても物価高騰や修理費単
価等の上昇は収支に大きな影響を与えること
から、慎重に検討を重ね適正な基本共済掛金
の設定が急務であると考えます。また、2年
連続して組合員皆様へ配当金の還元が叶わず、
交通事故防止を切にお願いして始まった本年
度は、主力である対人・対物共済でそれぞれ
高額賠償事案が増加し、加えて死亡事故も多
発したため、中間決算での業績は大変苦しい
状況となりました。下半期には決算の状況を
改善するため組合員の皆様と組合が一体となっ
て挽回しなければなりません。当組合は事業
基盤の安定を目指し、交通事故防止事業の積
極的な運営、適正な支払いを実施し、人手不
足や経費高騰など厳しい環境に置かれている
組合員事業者の一助となるよう全力で取り組
んでまいります。
　結びにあたり、本年も関係各位のご指導ご
鞭撻をお願い申し上げますとともに、皆様の
益々のご健勝とご繁栄を心よりご祈念申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

　新年明けましておめでとうございます。謹
んで新年のお慶びを申し上げますとともに、
平素より当組合へ格別のご理解ご協力を賜り
心より厚く御礼申し上げます。そして、昨年
発生した能登半島地震により被災された皆様に、
心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復
旧と、皆様の安全と健康をお祈り申し上げます。
　昨年を振り返りますと、パリオリンピック・
パラリンピックでの日本人選手の活躍に日本
中が沸き、生成AIの進歩には大いに驚かされ
ました。一方、未だ収束しないロシアのウク
ライナ侵攻やイスラエル問題、国内では物価
上昇や闇バイトによる凶悪犯罪の多発等々、
残念ながら暗い話題の印象も強かった一年で
あったように感じます。
　トラック運送業界においては、昨年4月か
ら適用された時間外労働の上限規制と深刻な
ドライバー不足により、全体の輸送能力が低
下せざるを得ない状況です。2030年には3割
超の輸送力が不足するとの試算も出されてい

ます。我々は国民生活を支える重要なインフ
ラ業界であり、解決には今後ますます官民一
体となった取り組みが不可欠です。
　こうしたなか当連合会では、会員協同組合
及びその組合員の一助となるようスケールメ
リットを活かした共同事業を推進しております。
組合員の経営基盤において重要となる燃料事
業では毎月、取引販社と燃料価格交渉を実施
しており、神貨協連価格は各種の統計価格の
中でも廉価を維持し続けています。また、各
種資材斡旋では市場価格より廉価な商品を多
数用意しており、今後も有益な商品を検討し
てまいります。
　神貨協連は協同組合の大切な理念である「相
互扶助」の精神のもと、これからの新時代に
ふさわしい組合像を模索しながら魅力にあふ
れた連合会を目指してまいりたいと存じます。　
皆様には、昨年と変わらぬご支援、ご協力を
お願い申し上げ、年頭のご挨拶とさせていた
だきます。

神奈川県貨物自動車事業協同組合連合会　会長

飯沼　健史

年頭挨拶

神奈川県自動車交通共済協同組合　理事長

髙橋　浩治

年頭のご挨拶



9

神奈川トラック時報2025．1

　第25回トラックデザインコンテストの作品集が出来上がり、神奈川県内の小学校、入賞者
へ作品集を配布いたしました。作品集は、神奈川県トラック協会HPの「トラッくんだより」
から閲覧できます。夢がいっぱいつまった作品を是非ご覧ください。

01

02

デザインコンテスト作品集を配布しました

ラッピングトラックのお披露目を行いました！！

㈱テイクオンの社員のみなさま

　広報委員会の事業計画に基づき、神奈川県内の小学校児童を対象に開催している「夢を運ぶ
トラックデザインコンテスト」において、応募総数10,344点より最優秀作品に選定された絵画
3 作品（低学年の部・中学年の部・高学年の部）をトラックにラッピングしました。
　11月26日（火）相模原市立上鶴間小学校にて㈱テイクオン様のご協力により、高学年の部最
優秀賞作品のお披露目会を行いました。タイトルは「神奈川犬沖浪乗トラック」という作品で
す。お昼休みに子どもたちが校庭に集まり、トラックにラッピングされた浪乗しているトラッ
クの絵に大喜びでした。
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　11月22日（金）、11時より神奈川県トラック
総合会館におきまして生コン輸送部会（部会長 
妹尾 洋）の事業計画に基づき、次の荷主団体（神
奈川生コンクリート協同組合・湘南生コンクリー
ト協同組合・玉川生コンクリート協同組合・神
奈川西部生コン協同組合）と懇談会を開催しま
した。
　懇談会では、各荷主団体より生コンクリート
出荷実績及び今期出荷見込等について報告がさ
れた後、当部会から業界の現況として、「運転者不足による輸送力の低下」、「2024年問題に関
する影響」などについて各協同組合へ業界の現況報告がされました。その後、忌憚の無い意見
交換がされました。

04
神奈川県総合防災訓練（ビッグレスキューかな
がわ）に参加しました

03
荷主団体との懇談会を実施しました

（生コン輸送部会）

　11月23日（土）、神奈川県主催による標記訓練が神奈川県総合防災センターで開催されました。
　この訓練は、医療関係機関や防災関係機関等による大規模災害時の医療救護活動を主体とし
た実践的な演習を行うもので、当協会では、緊急物資輸送協力事業者の横浜低温流通㈱様に協
力いただき、地震発生後に国等から空輸される支援物資を避難所に届ける想定で行われた物資
輸送訓練に参加して、行政との連携を深めました。
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　5 月29日（水）、7 月24日（水）プロミティあつぎ、7
月11日（木）、11月 7 日（木）トラック総合会館にて、健
診後のフォローアップセミナー・健康相談窓口を開催
しました。当日は、渡辺哲先生（神奈川産業保健総合
支援センター所長）が産業医としてセミナー講師及び
相談員となっていただきました。セミナー及び相談窓
口では健康診断結果の見方やフォローアップ方法等に
ついて講演とアドバイスがされました。
　なお、渡辺先生より生活習慣病とも深い関係がある心疾患に関するコラムをご執筆いただき
ましたので、ご参考にしてください。

05
健診後のフォローアップセミナー・健康相談窓口
を開催しました

心疾患
� 渡辺　哲

　心疾患は、心臓に関連する病気の総称で、主に心臓の構造や機能に異常が生じるこ
とによって発症します。主な疾患は、虚血性心疾患（冠動脈疾患）、不整脈、弁膜症、
心不全などです。ここでは、虚血性心疾患と不整脈について述べます。
　虚血性心疾患は、心臓に酸素や栄養を含む血液を運ぶ血管（冠動脈）に、動脈硬化
が原因で狭窄や閉塞が起こり、心筋に血液が行かなくなることで起こります。代表的
な病気は、狭心症（冠動脈の狭窄）、心筋梗塞（閉塞）です。虚血性心疾患のリスク
要因は、高血圧、高コレステロール血症、糖尿病、喫煙、肥満、運動不足、ストレス
などがあります。予防には、食生活の改善（野菜や果物を多く摂り、塩分や脂肪を減
らす）、禁煙、定期的な運動（週に150分程度の有酸素運動を目安に）、体重管理が重
要です。アルコールは飲み過ぎないように、1 日の目安は日本酒で 1 合、ビールでは
500mlまでです。
　心臓は通常 1 分間に60〜80回の規則的なリズムで拍動しています。このリズムが
異常になった状態が不整脈です。多くの人は不整脈を持っていますが、気がつかない
こともあります。最もよく見られるのが期外収縮です。多くは病気と無関係で、ほっ
ておいても問題ありません。脈拍が不規則になる病気に心房細動があります。この病
気は、加齢や弁膜症等でもみられますが、健康な人でもストレスや過度の飲酒、喫煙、
睡眠不足等でも起こります。心房細動では、心房内に血栓ができ、これが脳に飛んで
脳梗塞を起こすことがあります。従って、きちんと治療を受ける必要があります。
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06
神奈川県による大型等運転免許取得促進奨励金
について

　神奈川県による大型等運転免許取得促進奨励金が令和6年7月18日（木）より申請開始となり
ましたので情報展開をさせていただきます。
　なお、詳細につきましては県ホームページよりご確認ください。

＜概　要＞
交付対象者 従業員の運転免許取得に掛かる経費を負担した県内中小貨物自動車運送事業者

奨励金
交付上限額

○ 大型一種免許（従前所持免許が中型一種・二種以外）
　従業員 1 人あたり　上限150,000円
○ 大型一種免許（従前所持免許が中型一種・二種に限る）
　従業員 1 人あたり　上限120,000円
○ 中型一種免許　従業員 1 人あたり　上限90,000円
○ 準中型免許　　従業員 1 人あたり　上限50,000円
※ 1 事業者あたりの上限額はございません。
※詳細は神奈川県作成の手引きをご確認ください。

対象期間

令和 5 年12月18日以降に自動車教習所に入校し、令和 7 年 2 月14日の申請期限に間
に合うものが対象となります。（教習所は県内・県外を問いません）
※神ト協助成の対象期間と異なりますのでご注意ください。
※申請期限前であっても申請金額が予算の範囲を超えた日をもって受付終了となり
ますのでご注意ください。

その他
神奈川県内に本店又は主たる事務所がある法人が対象となります。
他県本社は対象となりませんのでご注意ください。
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07
県の奨励金は、神ト協の免許資格取得助成金と
併用ができます

　県の奨励金は他団体の助成等併用して申請することができます。
　教習所へ支払った費用（免許取得費用）から当該助成額を除いた額が奨励金の対象経費とな
りますが、その場合には書類が必要になります。
　交付済の場合「交付決定通知書」、申請予定及び申請中の場合「交付申請書の写し」等の提
出が必要となります。詳細につきましては県のホームページよりご確認ください。

　参考　従前所持免許が中型一種・二種以外で、大型免許を取得した場合

　下記の場合は、奨励金対象経費が250,000円となりますので、従前に所持している免許と照
らし合わせた上で、交付上限額の150,000円まで申請することが出来ます。

　下記の場合は、奨励金対象経費が125,000円となりますので、従前に所持している免許と照
らし合わせた上で、奨励金の対象経費が交付上限金額を下回る場合は、その金額まで申請する
ことが出来ます。
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■問合せ先　事業部　TEL 045-471-8882

　自動車部品物流部会（部会長 東海林憲彦）は、自動車部品を輸送している事業者で構成さ

れている部会となります。

　主な活動につきましては、各種会議をはじめ、研修会や視察研修会等の活動を行っており、

令和 6 年11月18日（月）には、視察研修会を開催し、当日は、「スバル矢島工場」、「日本発条群

馬工場」を視察し、スバル車両の組立工程や車両シートの製造工程等を参加者は見学されまし

た。

　自動車部品物流部会では、通年、新たな部会員を募集しておりますので、関心のある方は事

業部（045-471-8882）までご連絡ください。

08
自動車部品物流部会　部会員募集のお知らせ

集合写真（スバル矢島工場）

視察研修会参加風景

視察研修会参加風景

集合写真（日本発条群馬工場）
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■問合せ先　事業部　SC統括課　TEL 045-471-8882

09
神奈川県内トラック運送事業の働き方改革に
関する実態調査報告書について

　本年 9 月に実施した標記実態調査の報告書が出来上がりましたので下記に調査結果の要旨を掲載
いたします。 前回調査より上昇↑下降↓

◆保有車両台数⇒全体の約 5 割が20両以下の事業者
◆主な業態⇒一般貨物運送業（74.9％）、食品（15.0％）
　　　　　　自動車部品（9.3％）、※複数回答
◆人員構成⇒ドライバー職：ドライバー職以外＝ 7：3（グラフ 1）
　　　　　　ドライバーの女性比率は3.7％↑（前回3.5％）（グラフ 2）
◆情報収集方法⇒働き方改革に関連する情報…神ト協のトラック時報やHP（82.9％） ↑ 
◆年休 5 日以上の取得状況（年次有給休暇の日数が10日以上となる労働者について）
　ドライバー職⇒全員取得出来ている（82.1％） ↑、5 日取得できてない人がいる（15.4％） ↓ 
　ドライバー職以外⇒全員取得できている（81.0％） ↑、5 日取得出来てない人がいる（12.7％） ↓

有給休暇義務化について、76.8％以上の事業者で就業規則の変更・届出済、及び管理簿を作成済↑

◆ 時間外労働の状況（法定休日を含まない）⇒ドライバー職⇒年960時間超の時間外労働が発生して
ない（89.9％） ↑（前回74.7％）、発生している（9.1％） ↓ （前回23.1％）　（グラフ 3）
その内、4 割が今年度中、2 割が来年度中には守れる見込み

　※ 取り組むべき課題は、荷主への荷待ち時間、荷役作業時間短縮要請、ドライバーの増員が上位に。
　※ ドライバー職の労働時間の把握や管理方法は、日報やタコグラフ、点呼記録簿が主（複数回答）
　 ドライバー職⇒年720時間以内のドライバー職がいる（54.6％）試算では25.3％のドライバーが年

720時間以内
◆同一労働同一賃金⇒正社員と非正規社員間の不合理な待遇の違いについて
　違いは生じてない（79.7％）↓生じている（2.7％） ↓
◆働き方改革を進めるうえでの課題や障害

人手不足（63.3％）↑（前回56.7％）、荷待ち時間（50.8％）↓、
　荷役・付帯作業の改善（41.1％）↑　※複数回答
◆働き方改革を進めるうえでトラック協会に望む支援策
　荷主・社会全体への周知徹底・PR（62.9％） ↓ 
　関連情報の提供（55.1％）↑、運賃交渉・人材確保等
　専門家によるセミナー・相談窓口の開設　※複数回答

グラフ1

グラフ3

グラフ2

【ドライバー職】
現在、時間外労働が年960時間を超えている人はいるか
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I n f o r m a t i o n

「標準的運賃」等相談窓口について

……………………………………………切り取らずに、このままFAXしてください……………………………………………

■問合せ先　事業部　業務課　TEL 045-471-8882

　令和2年4月に告示したトラックの標準的運賃について、運賃水準を8％引き上げるとともに、
荷役対価等を加算した、新たなトラックの標準的運賃が令和 6 年 3 月に告示されたところです。
　（一社）神奈川県トラック協会では、税制金融委員会の事業の一環として、運転者不足の解決
に必要な賃金等の労働条件改善や適正運賃収受に向け、新たなトラックの標準的運賃の告示制
度及び荷主等運送委託者との取引環境改善を図るため個別相談窓口を以下のとおり開催いたし
ます。
　つきましては、申し込みをご希望される方は、必要記載事項をご記入の上、同申込書を
FAXにてご返信くださいますようお願いいたします。

1 ．開設日時：令和 7 年 1 月30日（木）10時〜17時まで
　　　　　　　（1 会社あたり原則 1 時間。なお、希望者のみ 2 時間まで延長可能。
　　　　　　　ただし、窓口利用申し込み多数の場合は 1 時間となります）

2 ．相談場所：神奈川県トラック総合会館（当日は必ず5階事業部業務課までご来訪ください）

3 ．相談内容： 標準的な運賃の告示制度に関する相談、申し入れ文書作成に関する相談、燃料
サーチャージに関する相談、下請法及び物流特殊指定等に関する相談等その他
荷主との取引環境改善に向けた諸相談等

4 ．コンサルタント：日本PMIコンサルティング㈱　代表取締役　税理士　小坂 真弘　氏

5 ．そ の 他： 貴社で作成した荷主等への申し入れ文書等について、事前にコンサルタントへ
送付することが可能です。希望される場合は事務局へご相談ください。
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I n f o r m a t i o n

川崎市からのお知らせです
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I n f o r m a t i o n

運行管理者試験受験対策セミナーのご案内

■問合せ先　事業部　SC統括課　TEL 045-471-8882

　令和 6 年度第 2 回運行管理者試験に向けた受験対策セミナーを開催しますので、受験される
方は是非ご参加ください。
　今年度より、2 日間講座（基本講座）の廃止に伴い、1 日講座（集中講座）のみを開催する
こととなり、名称も「運行管理者試験受験対策セミナー」と改称いたしましたのでお知らせい
たします。
※ 本セミナーは受験資格を得るための講習（基礎講習等）や運行管理者試験の申し込みではあ

りません。

1 ．対 象 者　 運行管理者試験を受験する予定の方（神奈川県内営業所に所属の方に限ります）
2 ．開催日程　 申込書を参照
3 ．セミナー講師・内容

講座名 受講方式 講座内容

運行管理者
試験受験対策

セミナー

1 日間
座学

講師／小田原ドライビングスクール　専属講師
・ 試験に向けて専属の講師が、全分野のポイントを中心に 1 日に集中し

て行う講座

動画
配信

セミナー内容を撮影した動画を令和 7 年 1 月27日から配信予定
【視聴について】お申し込みの方に、後日視聴方法や資料の送付等につい
てご案内を差し上げます。また、動画配信期間中はいつでもご視聴いた
だけます。
※ パソコン・スマートフォン等での受講です。動画視聴にはデータ通信

料がかかりますので、Wi-Fi環境での視聴をおすすめいたします。

4 ．持 参 品　筆記用具・受講票
5 ．申込方法　申込書に必要事項を記載の上FAXしてください。
6 ．申込締切　各講習日の10日前まで（先着順） ※各回定員に達し次第締切ります。
　　　　　　　 定員の残数については神ト協のHP→会員専用ページ→（試験対策）をご確認

ください。
7 ．受 講 料　無料

　感染症拡大等の状況により、急遽開催の延期等させていただく場合がありますので、
その際には前日までに神ト協HPにて案内いたします。

【お問合せ先】（一社）神奈川県トラック協会　事業部SC統括課　☎045-471-8882
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I n f o r m a t i o n

＜受験対策セミナー申込書＞

ＦＡＸ返信先　０４５－４７１－９０５５

　申し込み後、各受講日の7日前までに受講票をFAXいたします（動画配信の方は除く）ので、
当日は必ずご持参ください。
　ご希望する日程の出席欄に○を付けてください。

複数名の申し込みの場合は 1 名ごとにお申し込みください。
　※座学・動画配信の両方を受講することも可能です。

講座名 日　程 会　場 定 員 出席欄

運行管理者
試験受験対策

セミナー

令和 7 年 1 月11日（土）
9 ：30〜18：30

神奈川県トラック総合会館
7 階大研修室

（横浜市港北区新横浜 2-11-1）
100名

令和 7 年 1 月25日（土）
9 ：30〜18：30

厚木市文化会館　集会室AB
（厚木市恩名 1-9-20） 75名

令和 7 年 2 月 1 日（土）
9 ：30〜18：30

神奈川県トラック総合会館
7 階大研修室

（横浜市港北区新横浜 2-11-1）
100名

動画配信 <予定>令和 7 年 1 月27日（月）から令和 7 年 3 月16日（日）まで

会 員 番 号 会 社 名

担 当 者 名 受 講 者 名

電 　 　 話 F A X

【いただいた個人情報については、セミナー用務以外に使用しません。情報等については厳重に管理します。】
※ 受験対策セミナーの効果を実証するため、後日、合否結果の回答をしていただきますのでご

協力お願いします。
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I n f o r m a t i o n

令和6年度睡眠時無呼吸症候群（SAS）対策セミナー
開催のご案内

■問合せ先　事業部　SC統括課　TEL 045-471-8882

　ドライバーの健康と安全を確保していくうえで喫緊の課題である「睡眠時無呼吸症候群（SAS）
対策」について、取り組み状況に合わせたオンラインセミナーを実施します。

1 ．主　　　催　全日本トラック協会
2 ．セミナー講師　NPO法人ヘルスケアネットワーク
3 ．内　　　容　

《ステップ 1》・これから始めるSAS対策
《ステップ 2》・医療機関のかかり方から治療まで
《ステップ 3》・効果的なSAS対策の進め方

4 ．開催日程

5 ．開催時間　　午後 2 時〜午後 3 時（60分）
6 ．開催方法　　「Zoom」を利用したオンラインセミナー
7 ．申込方法　　 全日本トラック協会HPからお申し込みください。

全ト協トップページ → 会員の皆様へ → 労働対策 → SAS対策セミナー 
8 ．定　　員　　各セミナー100名

ステップ 1 ステップ 2 ステップ 3
令和 6 年 5 月15日（水） 令和 6 年 7 月17日（水） 令和 6 年 9 月18日（水）
令和 6 年11月13日（水） 令和 7 年 1 月22日（水） 令和 7 年 3 月12日（水）

※説明の重点をマークで表示しています
講演内容 ステップ 1 ステップ 2 ステップ 3

SASを疾病として解説し、その症状を述べる ◎ △ ×
全ト協事業としての、SASスクリーニング検査を解説 ◎ × ×
事故・病気との関連性 ◎ ○ ×
精密検査から治療法 ○ ◎ △
医療機関の選び方から受診継続について × ◎ ○
社内のルールづくり（社内規定作成等） ○ ○ ◎
治療継続の手法と管理体制 × ○ ◎
有効な活用と管理方法（定期健康診断・NAVI）との
兼ね合い・点呼　・睡眠教育等 × ○ ◎

（その他）
・SAS＆NAVI無料お悩み相談について
・啓発・教育ツールのご案内
　（SAS対策Q&A50・SASポスター）
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I n f o r m a t i o n

令和6年度ブロック懇談会の開催のお知らせ

　神ト協では、協会からの情報伝達及び会員各位からの意見収集を図り、会員相互の交流を図ることを目的
にブロック・地区にて「ブロック懇談会」を開催いたします。
　是非ご参加いただき、皆様の忌憚のないご意見をお聞かせください。

内　　容　第 1 部　懇談会
　　　　　（1）協会からの情報伝達
　　　　　（2）「 労働判例・健康起因事故判例に学ぶトラック運送業の労務管理について」

講師/弁護士法人 常磐法律事務所　代表弁護士　常磐 重雄氏他　
　　　　　第 2 部　懇親会

会　　費　第 1 部　懇談会は無料となります。
　　　　　第 2 部　懇親会に参加される方は 1 名に付き、3,000円を当日徴収いたします。
申込締切　各会場 1 週間前までに出欠をお知らせください。

　下記日程の出席欄に〇をつけて必要事項を記載の上、FAX送信先の各SC宛にFAXしてください。
　所属ブロック以外の参加も大歓迎です。

令和 6 年度　ブロック懇談会　開催日程
 令和　　年　　月　　日

ブロック 日　　程 時間 場　　所 ＦＡＸ送信先 出席欄

川崎 令和 6 年12月 3 日（火） 15時30分 川崎日航ホテル
（川崎市川崎区日進町 1 ）

川崎SC
044-555-8855 ※申込終了

横浜① 令和 6 年11月27日（水） 15時30分 新横浜プリンスホテル
（横浜市港北区新横浜 3 - 4 ） 横浜SC

045-620-5201 ※申込終了
横浜② 令和 6 年12月10日（火） 15時30分 ロイヤルホールヨコハマ

（横浜市中区山下町90）

相模原 令和 7 年 2 月14日（金） 16時00分 敦煌
（相模原市中央区相模原 2 -13- 1 ）

相模原SC
046-286-2384

県南① 令和 7 年 2 月 6 日（木） 16時00分 湘南鎌倉クリスタルホテル
（藤沢市南藤沢14- 1 ） 県南SC

0466-52-8035
県南② 令和 7 年 2 月 7 日（金） 16時30分 セントラルホテル

（横須賀市若松町 2 - 8 ）

県央① 令和 6 年11月21日（木） 15時30分 レンブラントホテル海老名
（海老名市中央 2 - 9 -50） 県央SC

046-281-9908 ※申込終了
県央② 令和 6 年11月28日（木） 15時30分 報徳会館

（小田原市城内 8 -10）

会員番号 会社名

参加者名

懇談会 出席　　　・　　　欠席
（いずれか一方に〇を付けてください）

懇親会 出席　　　・　　　欠席
（いずれか一方に〇を付けてください）

■問合せ先　事業部　SC統括課　TEL 045-471-8882
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予約制による健康診断の開催予定表（1月・2月）

■問合せ先　事業部　SC統括課　TEL 045-471-8882

参考： 神ト協のHPに、日曜日に受診可能な医療機関及び巡回型健診が対応可能な医療機関などの紹
介をしております。詳しくは トップページ → 健康診断の開催予定／健康診断実施機関一覧 を
ご覧ください。

【サービスセンター連絡先】
川崎SC：℡044-544-2217　　横浜SC：℡045-471-8884　　相模原SC：℡046-285-1919
県南SC：℡0466-52-7502　　県央SC：℡046-281-7704

　（一社）神奈川県トラック協会では、下記の日程にて健康診断を計画しております。
　申し込みは、神ト協HPから申込書をダウンロードしていただくか、下記日程表の案内に
記載されているサービスセンターへご連絡していただければご案内いたします。
※年間の開催予定については神ト協HPに掲載しておりますのでご活用ください。
※会場によっては申し込みが終了している可能性があることをご了承ください。
※既に申し込みが終了している会場は掲載を省略しております。

【申込／〇は予約可能・― は予約準備中（今しばらくお待ちください）】 令和 6 年12月17日現在

日　時 会　場 住　所 定員 医療機関 申込 案内

1
月

25日（土） 横 須 賀 商 工 会 議 所 横 須 賀 市 平 成 町 2-14-4 300名 湘南健康管理クリニック 〇 県南

26日（日） 横 須 賀 商 工 会 議 所 横 須 賀 市 平 成 町 2-14-4 180名 湘南健康管理クリニック 〇 県南

2
月

9 日（日） 協同組合アツリュウ 厚 木 市 長 沼 2 3 5 380名 清水橋クリニック 〇 県央

16日（日） 秦 野 商 工 会 議 所 秦 野 市 平 沢 2 5 5 0 - 1 150名 清水橋クリニック 〇 県央

清水橋クリニックは「予約システム」
（https://select-type.com/p/shimizubashi-kta/）にて行います。
操作方法が分からない場合はお問合せください。℡045-847-5533
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「ロボット点呼機器説明会」開催のご案内

　神ト協では、中小トラック運送事業者における情報化推進による生産性の向上の実現を支援
すべく、経営改善事業の一環としてロボット点呼機器を取り巻く環境や活用事例を紹介する標
記説明会を神貨協連と共催で開催します。
　つきましては、参加ご希望の方は、下記の申込書に記入の上、FAXにて開催日の 1 週間前ま
でにお申し込みください。

1 ．日時及び場所
日　時 場　所 定　員

令和 7 年 2 月 4 日（火）
13時30分〜15時30分 神奈川県トラック総合会館　7 階研修室 80名

令和 7 年 3 月 5 日（水）
13時30分〜15時30分

協同組合アツリュウ　2 階
（厚木市長沼235） 20名

※定員数に達した場合はお断りさせていただく可能性があります。

2 ．対象者　神ト協会員事業者並びに神貨協連所属組合の組合員
3 ．内　容
　第 1 部「ロボット点呼機器を取り巻く最近の状況について」
　　　講師　日本貨物運送協同組合連合会　担当者
　第 2 部「ロボット点呼機器（kebbi）」の紹介
　　　講師　㈱ナブアシスト　ロジスティクス営業部　担当者
　　①「ロボット点呼機器」機能概要
　　②「ロボット点呼機器」運用イメージ
　　③「ロボット点呼機器」の拡張性について（点呼のデモンストレーション含む）

……………………………………………切り取らずに、このままFAXしてください……………………………………………

■問合せ先　事業部　業務課　TEL 045-471-8882

事業部　業務課  宛（FAX 045-471-9055） 令和　　年　　月　　日
※個人情報については、研修会以外の目的には使用しません。情報等については厳重に管理します。
※当日は本申込書をお持ちください。（当日の参加証になります。）

「ロボット点呼機器説明会」参加申込書

参 加 日 時 □　2 月 4 日（火）　　□　3 月 5 日（水）
（どちらかにレ点を記載ください。）

受 講 者 名 会 員 番 号

会 社 名

T E L F A X
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BCP研修開催のご案内

　災害発生時等における企業のリスク回避を目的としたBCP（事業継続計画）の作成・運用
を推進するため、標記研修の「入門編」と「策定編」を下記日程にて開催します。
　入門編は、「BCPとは？」、「なぜ必要なのか」、「作成のメリットは？」等と思われる方に参
加していただき、BCPの考え方や必要性をご理解いただく内容となります。
　策定編は、「作成方法を知りたい」、「BCPを作り始めたが研修で確認しながら進めたい」等
とお考えの方に参加していただき、具体的な作成の進め方をご理解いただく内容となります。
　自社の災害対策を検討されている皆様のご参加をお待ちしております。

1 ．日程・会場・定員

日程 会場 研修方式 定員

入門編
令和 7 年 1 月27日（月）
14時00分〜16時00分 神奈川県トラック総合会館

（横浜市港北区新横浜 2-11-1）

座学講習 40名

策定編
令和 7 年 2 月 7 日（金）
10時00分〜16時00分

座学講習
グループワーク

20名

2 ．講　師　　㈱浜銀総合研究所　主任コンサルタント　江嶋哲也 氏（入門編・策定編共通）
3 ．受講料　　無料
4 ．申　込　　下記の参加申込書により、1 月22日（水）までにFAXにてお申し込みください。
　　　　　　　 定員を超えた場合は抽選となり、受講決定者には後日受講証をFAXにて送付

いたします。

■問合せ先　総務部　災害対策室　TEL 045-471-5511

…………………………………………切り取らずに、このままFAXしてください…………………………………………

総務部  災害対策室  宛（FAX 045-471-9055） 令和　　年　　月　　日
　※いただいた個人情報については、当該用務以外には使用しません。情報等については厳重に管理します。

「BCP研修」参加申込書
参加申込欄

※希望の研修に○を（両方選択も可）

入門編【 1 月27日（月）14時00分〜16時00分】

策定編【 2 月 7 日（金）10時00分〜16時00分】

会員番号 会社名

役　　職 氏　名

T　E　L F A X

※感染拡大等の状況により、急遽開催の延期等させていただく場合がございます。
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　標記助成事業について、下記、国土交通大臣の適性診断認定機関にて初任診断・適齢診断を受診

した場合、受診料の助成を実施しております。助成額は、初任診断・適齢診断ともに2,400円（診断

料4,800円）となります。当助成事業の利用方法につきましては、各認定機関により異なりますので、

次ページ【所定の手続き】をご参照の上、ご利用いただきますようお願いいたします。

なお、助成対象は、神奈川県内の営業所に所属する運転者とし、助成可能人数は 1 社につき200名
までとします。（当該事業予算を超えた場合は、その時点で助成を終了）
　神ト協では、診断結果を一般診断と同等に扱うことのできる「可搬型運転操作検査器（アクセスチェッ

カー・ミニ）」を無料で貸出しております。お申し込み・お問合せは、お近くの神ト協各サービスセ

ンターまでお願いいたします。（詳しくは30ページをご参照ください）

■問合せ先　事業部　交通環境課　TEL 045-471-8882

適 性 診 断 認 定 機 関 住所／ホームページアドレス
営業日等

※診断実施時間については、
各認定機関にご確認ください

①（独）自動車事故対策機構
　神奈川支所
　TEL：045-471-7401

〒222-0033
横浜市港北区新横浜 2-11-1 トラック総合会館 3F

（JR新横浜駅北口より徒歩 8 分）
https://www.nasva.go.jp

月〜金曜日（但し第一、
第三土曜日は営業しま
すが、その翌週の月曜
は休み）

②ヤマト・スタッフ・サプライ㈱
　東京研修センター
　TEL：03-6426-0193

〒134-0084
東京都江戸川区東葛西 6-2-3 第三須三ビル 2F

（東京メトロ東西線「葛西」駅より徒歩 2 分）
https://www.y-staff -supply.co.jp

年中無休
【年末年始・館内休館日
（12月第 2 週の日曜日）
を除く】

③神奈川県自動車交通共済協同組合
　TEL：045-475-2197

〒222-8582
横浜市港北区新横浜 2-13-4

（JR新横浜駅北口より徒歩 8 分）
https://shinkokyo.or.jp

共済カレンダーによる
※土曜日営業有

④都南自動車教習所
　TEL：046-253-5151

〒252-0021
座間市緑ヶ丘 4-20-1

（小田急線相武台前駅南口より徒歩 5 分）
https://www.tonan-go.jp

火〜日曜日
※土・日曜日営業
※月曜日休校

⑤三共自動車学校
　TEL：0466-81-3706

〒251-0875
藤沢市本藤沢 1-11-23

（小田急線藤沢本町駅から徒歩約 5 分）
https://safety-sankyou.co.jp

三共自動車学校
実施予定表による
※土曜日営業有

⑥小田原ドライビングスクール
　TEL：0465-36-1215

〒250-0865
小田原市蓮正寺540-2

（小田急線螢田駅から徒歩 5 分）
https://odawara-ds.com/

火〜土曜日
実施予定による
※月曜日休校

⑦飛鳥ドライビングカレッジ川崎
　安全研修センター
　TEL：044-380-5510

〒210-0025
川崎市川崎区下並木97

（京急線八丁畷駅から徒歩 2 分）
https://aska-stc.co.jp

月曜日休校
※土・日・祝日営業有
※平日夜間営業有

適性診断（初任・適齢）受診料助成のお知らせ適性診断（初任・適齢）受診料助成のお知らせ
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〇 初任診断は、運転者として常時選任するために新たに雇い入れた者であって、当該貨物自動車運送事業
者において初めて事業用自動車に乗務する前3年間に初任診断を受診したことが無い者に受診義務があ
ります。

〇 65歳以上の高齢者を新たに雇い入れた場合、初任診断ではなく、適齢診断のみの受診で問題ありません。
〇 事故対策機構では、過去10年以内の診断結果は謄本という形で支所にて再発行（1通400円）を受付け

ております。名前と生年月日から過去履歴を検索可能です。個人情報となりますので、ご本人様が直接
支所に来ていただき、身分証（運転免許証等）による本人確認の後にお渡しいたします。

●【所定の手続き】 ※ご予約は神奈川県トラック協会ではなく、各認定機関に直接行ってください。

認定機関 ① の場合 手続き1／ 空き状況を確認後、ご予約（インターネット）➡予約確認書が発行されます。
手続き2／ 下記【受診料助成を利用した際のご負担分について】をご参照の上、受診当日に窓口

にて受診料をお支払いください。

認定機関②～⑦の場合 手続き1／ 空き状況を確認後、ご予約（インターネットまたはFAX）➡予約確認書（認定機関に
より名称が異なる）が発行されます。

手続き2／ ご予約された認定機関に「神奈川県トラック協会適性診断受診申込書」をFAXしてく
ださい。

手続き3／ 下記「初任・適齢診断受診料助成を利用した際のご負担分について」をご参照の上、
受診当日に窓口にて受診料をお支払いください。

※ FAXでのご予約の際は予約する認定機関にご連絡していただき、各認定機関専用の申込書をお
取り寄せください。

※ 「神奈川県トラック協会適性診断受診申込書」は当協会ホームページよりダウンロードしてく
ださい。

※ 各認定機関により、手続きが若干異なる場合がございますので、詳細は各認定機関にお問合せ
ください。

●【初任・適齢診断受診料助成を利用した際のご負担分について】
　　 　初任診断・適齢診断については、受診当日申し込んだ認定機関の窓口において、一人当たり2,400
円をお支払いください。但し、交通共済組合員が③の交通共済にて初任・適齢診断を受診され
る場合は2,400円の支払いは必要ありません。

参考
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可搬型運転操作検査器（アクセスチェッカー・ミニ）貸出のご案内
～運転適性を「アクセスチェッカー」で簡易診断します～

運 転 操 作 検 査 器

①単純反応検査…………………反応の速さと正確さを測定（約 5 分）
②選択反応検査…………………操作の選択と正確さを測定（約 5 分）
③ハンドル操作検査……………正確なハンドル操作を測定（約 5 分）
④注意配分・複数作業検査……複数課題への注意配分を測定（約 5 分）

検 査 所 要 時 間 1 人当たり約20分、結果表の印刷は即時に可能

構 成 機 器
①ハンドル・ペダル・パソコン・プリンター
②構成機器はスーツケースに収納

貸 出 対 象 地 域 神奈川県内
貸 出 期 間 1 週間
貸 出 費 用 無料
申 込 方 法 電話にて予約の上、利用申込書を提出

申　　込　　先 連　　　　絡　　　　先
川 　 崎 サ ー ビ ス セ ン タ ー TEL 044-544-2217 / FAX 044-555-8855
横 　 浜 サ ー ビ ス セ ン タ ー TEL 045-471-8884 / FAX 045-620-5201
相 模 原 サ ー ビ ス セ ン タ ー TEL 046-285-1919 / FAX 046-286-2384
県 　 南 サ ー ビ ス セ ン タ ー TEL 0466-52-7502 / FAX 0466-52-8035
県 　 央 サ ー ビ ス セ ン タ ー TEL 046-281-7704 / FAX 046-281-9908

《貸出について》…可搬型運転操作検査器運用規程の抜粋

《貸出申込み・問合せ》※お近くのサービスセンターにお申し込みください。

　事故防止対策事業の一環として、「可搬型運転操作検査器（アクセスチェッカー・ミニ）」を会員
の皆様に貸し出ししております。
　本検査器は、いつでも、どこでも、運転者の空き時間を利用し、短時間で簡単に検査ができ、検
査後即時に検査結果の解析データが得られます。

本検査器は各サービスセンターに配置しております。是非、運転者に対する安全教育、交通事故
防止にご活用ください。

【注意事項】
　本検査器における診断結果は、貨物自動車運送事業輸送安全規則により受診が義務付けられてい
る初任診断及び適齢診断等の診断結果として取扱うことはできませんが、一般診断（任意診断）の
診断結果と同等に取扱うことができます。なお、本検査器における診断は、安全性評価事業（Gマー
ク）における「安全性に対する取組の積極性」事項の「特定の運転者以外にも適性診断（一般診断）
を計画的に受診させている」の項目において加点の対象となります。

《運転操作検査の内容と構成機器》
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　全ト協が策定した「トラック運送業界の環境ビジョン2030」の環境改善対策の一環として、
燃料消費量及びCO₂排出量の削減に繋がる車両の適正な点検整備を推進するため、タイヤの
空気圧を測定する「タイヤゲージ」をモニター形式により配布（無償）をいたします。是非こ
の機会にお試しください。
　モニターを希望される方は、下記の「申込書」に必要事項を記入し、FAXにてお申し込み
ください。
（注）在庫に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。

■台数制限について
　1 事業者につき、1 台となります。
■受渡方法について
　神奈川県トラック協会 本部または各サービスセンター窓口で受渡します。
■結果報告について
　「タイヤゲージモニターアンケート」を受渡から 1ヶ月後にFAXにてご返送ください。

◆ 申込書 ◆
■会員番号　 　　　　
■会 社 名　
■住　　所　〒 　　　　
　　　　　　
　　　　　　
■Ｔ Ｅ Ｌ　
■Ｆ Ａ Ｘ　
■連絡担当者名
■受渡場所に○を付けてください。

神ト協本部・川崎SC・横浜SC・相模原SC・県南SC・県央SC

申込先
■（一社）神奈川県トラック協会　事業部 交通環境課
■〒222-8510　横浜市港北区新横浜2-11-1
■ＴＥＬ 045-471-8882
■ＦＡＸ 045-471-9055
※ 申込受付後に受渡日等の連絡をさせていただきます。

事務局記入欄
受付日 受渡日 受付番号

／ ／

■問合せ先　事業部　交通環境課　TEL 045-471-8882

－ タイヤの空気圧をチェック －

タイヤゲージ使用モニター募集のお知らせ
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　トラック時報 令和6年12月号誌上にてお知らせいたしました『第64回「正しい運転・明るい輸送
運動」』の運動期間は1月10日（金）までとなっておりますが、この実施結果報告書は表彰のための
推薦資料となりますので、必ず提出していただきますようお願い申し上げます。（報告書提出は1月
20日（月）までとなっております）
　なお、本運動に関する詳細につきましては「トラック時報 令和6年12月号P25～P26」をご参照く
ださい。

提出先　〒222-8510　横浜市港北区新横浜2-11-1
（一社）神奈川県トラック協会 事業部 交通環境課　TEL 045-471-8882　

※本運動における関係資料及び写真等がありましたら添付してください。

1 ．本運動において実施した重点事項

2．本運動において実施したPR活動

3．本運動の成果
　　　　○交通事故防止について

　　　　○交通公害の防止について

　　　　○輸送秩序の確立について

4．本運動に対する反省事項及び意見等

会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「正しい運転・明るい輸送運動」実施結果報告書
別　紙
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引越講習（基本・管理者）開催のご案内

■問合せ先　事業部　担当：加来　TEL 045-471-8882

　利用者サービスのレベルアップを図ることを目的に、「引越基本講習」及び「引越管理者講習」
を下記の通り開催することとなりました。
　受講をご希望される方は、当協会のホームページより所定の申込書兼受講票をダウンロード
していただき、必要事項を記載の上、郵送にてお申し込みください。また、「引越管理者講習」
をお申し込みの際は、顔写真を同封していただきますようお願いいたします（引越基本講習は
顔写真不要）。
　尚、「引越管理者講習」は「引越事業者優良認定制度」の認定要件の一つとなっており、引
越に関わる全ての事業所に引越管理者講習修了者を 1 名以上在籍させる必要があるため、引越
管理者講習修了者が未配置となっている場合は両講習を受講いただき、在籍している引越管理
者講習修了者が本年度更新（再受講）時期の場合には「引越管理者講習」を受講いただきます
ようご案内申し上げます。

【引越基本講習】
日　　時　　令和 7 年 2 月14日（金）10時00分〜16時00分（受付：9 時30分より）
場　　所　　神奈川県トラック総合会館
内　　容　　引越業界の現状について / 標準引越運送約款の解説　等（仮題）
対 象 者　　引越業務実務経験者（予定される方も含む）
定　　員　　40名（締切前であっても、定員を超えた場合は受付を終了させていただきます）
締　　切　　令和 7 年 1 月30日（木）必着

【引越管理者講習】
日　　時　　令和 7 年 2 月21日（金）10時00分〜16時00分（受付：9 時30分より）
場　　所　　神奈川県トラック総合会館
内　　容　　引越に係るクレーム相談（全ト協に寄せられた引越相談）
　　　　　　見積、請求、延期、破損等について（個人研究・グループ討議）

（グループ討議）
対 象 者　　平成17年度以降の全ト協統一形式引越基本講習を受講された方
　　　　　　※ 令和 3 年度以前の引越管理者講習修了者の方は更新（再受講）が必要にな

ります。
定　　員　　 40名（締切前であっても、定員を超えた場合は受付を終了させていただきます）
締　　切　　令和 7 年 2 月 6 日（木）必着

≪受　講　料≫両講習とも神ト協会員で県内営業所所属の方は無料
　　　　　　　※神ト協会員外・県外営業所所属の方は 1 名につき3,000円
　　　　　　　　（講習日当日にお支払いください）

≪申込書の送付先≫〒222-8510　横浜市港北区新横浜 2-11-1
　　　　　　　　　　（一社）神奈川県トラック協会　事業部　担当：加来　宛
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■問合せ先　事業部　交通環境課　TEL 045-471-8882

令和6年度 年末年始の輸送等に関する
安全総点検実施報告について

　今年度も各種助成事業を実施しておりますが、令和 7 年 2 月28日（金）にて受付が終了となる
事業（一部対象外有）は下記の通りとなっております。まだ助成申請をされてない方はお早め
にご申請をお願いいたします。なお、予算枠に達した場合は予告なく受付が終了いたしますの
で、必ず予算執行状況についてホームページにて確認してください。
　※ 詳しくは、神ト協ホームページのトップページ（https://www.kta.or.jp/）より、『助成事業・

執行状況』をご覧ください。
　　 また、各種助成事業の詳細につきましては、「令和 6 年度 各種助成事業のご案内」冊子ま

たは、神ト協ホームページよりご確認ください。

【お問合せ】　（一社）神奈川県トラック協会　事業部
電話　045－471－8882

～　（一社）神奈川県トラック協会からのお知らせ　～

助成事業名 予算執行率（12月19日現在）

令和 7 年
2 月28日（金）まで

但し、予算枠に
達した時点で
予告なく終了

致します

安全機器等導入促進助成事業 54%
ドライバ―等安全教育訓練促進助成事業 42%
グリーン経営認証制度促進助成事業 62%
アイドリングストップ支援機器等導入促進
助成事業　（括弧内は全ト協予算分） 43%（34%）

運転者健康診断受診促進助成事業 64%
脳ドック受診促進助成事業 89%
免許・資格取得費用助成事業【大型・中型・
準中型・けん引免許・フォークリフト・特例】 70%

信用保証料助成事業 30%
働きやすい職場認証制度取得促進助成事業 0 %
テールゲートリフター特別教育インストラ
クター養成講座受講促進助成事業 21%

令和 7 年
1 月31日（金）まで

近代化基金推薦融資事業　
※公募総数に対する執行率 60%

各種助成事業の申請はお済みですか？

　令和 6 年12月 9 日（月）のFAX送信にて、令和 6 年12月10日（火）から令和 7 年 1 月10日（金）ま
でを期間とした「令和 6 年度 年末年始の輸送等に関する安全総点検」の実施についてお知ら
せをしておりましたが、期間終了後、実施内容のご報告をお願いしております。
　報告書については、次ページの「実施結果報告書（トラック）」または、神ト協ホームペー
ジ（https://www.kta.or.jp）をご確認いただき、必要事項を記入し、FAX（045-471-9055）に
て当協会までご報告くださるようお願いいたします。
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全日本トラック協会「同一労働同一賃金WEBセミナー」のお知らせ
（オンライン開催・会員限定）

―神奈川県弁護士会所属弁護士による―

▫ 無 料 法 律 相 談 の お 知 ら せ ▫
※　事前予約制　（事業部　業務課　TEL 045-471-8882まで）※

毎月第 2 月曜日（祝日の場合翌週月曜日）が無料法律相談開催日です。
1 月の相談日は、 1 月20日（月）です。
2 月の相談日は、 2 月10日（月）です。

開催時間　：　①13時30分〜 ②14時30分〜　各枠 1 社 1 時間
場　　所　：　神奈川県トラック総合会館個室（港北区新横浜 2-11-1）

※ 各地域の神奈川県弁護士会法律相談センターでの相談もご利用いただけます。
（いずれも事前予約制となります。必ず業務課までご連絡ください。）

　平成30年 6 月に働き方改革関連法が成立し、正規雇用労働者と非正規雇用労働者（短時間労
働者、有期雇用労働者）との間の不合理な待遇差の解消を目指すパートタイム・有期雇用労働
法が令和 2 年 4 月に施行し、令和 3 年 4 月より中小企業においても適用されております。
　全日本トラック協会では、専門の講師が解説しているWEBセミナーを開催しております。
　同一労働同一賃金への対応が必要な事業者におかれましては、今後の対応の参考としてご活
用ください。

【WEBセミナーはこちらから視聴できます】（会員専用）
　神奈川県トラック協会HP→働き方改革特設ページ→神ト協働き方改革関連セミナー研修会
情報等→パートタイム・有期雇用労働法に対応したトラック運送事業者のための同一労働同一
賃金WEBセミナーについて

　なお、セミナーのテキストについてはWEBセミナー画面からダウンロードしてください。
　また、セミナーの内容について、ご質問がある方は、全日本トラック協会企画部（03-3354-1037）
までお問い合わせください。
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ト ラ ッ ク 事 業 に お け る
総 合 安 全 プ ラ ン2025

ドライブレコーダー活用講座のご案内（Ｇマーク加点対象）
■問合せ先　事業部　交通環境課　TEL 045-471-8882

　ドライブレコーダーのさらなる普及と効果的な活用の促進を目的として、標記講座を開催し
ます。この講習は社内の安全教育担当者を対象に安全教育の具体的な指導方法を習得していた
だく内容となっています。既にドライブレコーダーを導入済みの方や今後導入を検討している
方、安全対策に関心のある皆様のご参加をお待ちしています。
　参加ご希望の方は、下記の申込書により、FAXにて、申込〆切日までにお申し込みください。

…………………………………………切り取らずに、このままFAXしてください…………………………………………

※感染拡大等の状況により、急遽開催の延期等させていただく場合がございます。

講 習 日 　　 2 月 5 日（水）

会員番号
参加者名

（役職）

会 社 名
（フリガナ）

T E L （　　　　） F A X （　　　　）
ドライブレコーダーの導入 有　・　無

メールアドレス

1 ．日程・場所

2 ．対　　  象　　会員事業者の安全教育担当者（管理者等）
3 ．定　　  員　　�上記日程に記載（定員を超えた場合は抽選と 

させていただきます。）
　　　　　　　　  ※�受講決定者に対しては、後日受講証を

FAXにて送付します。
　　　　　　　　　  当日は受講証をご持参ください。
4 ．受  講  料　　無　料
5 ．講　　  師　　交通事故防止コンサルタント　上西 一美 氏
6 ．講 習 内 容 　　「�交通事故心理を学ぶ 

　〜思い込みのリスクとその対策〜」
　　　　　　　　  ※座学講習及び一部小集団討議を行います。

自社の安全教育で
使用できるドラレコ映像を

ご提供します!!

開催日 場所 講習時間（予定） 定員 申込〆切

第 4 回 2 月 5 日（水） プロミティふちのべ
（相模原市中央区鹿沼台 1 - 9 -15）13時30分～16時00分 50名 1 月28日（火）

01
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ドライバー向けエコドライブ講習会開催のご案内
（Gマーク加点対象）

参加者にエコドライブをサポートす
る資料等を配布します実際の運転と同様、積荷を載

せて運転します

エコドライブのテクニックを
座学でも研修してもらいます

　標記講習会を交通環境委員会の事業計画の一環として実施しています。参加を希望される方
は申込書に記入の上、FAXにてお申し込みください。

■問合せ先　事業部  交通環境課　TEL 045-471-8882

4 ．今後の開催予定会場
決定次第、お知らせいたします

5 ．受講料
1 名につき1,000円（受講当日徴収）

3 ．研修内容（予定）
①主旨・走行コースなど説明
②トラック走行講習（通常運転）
③省エネ運転方法説明
④トラック走行講習（エコドライブ）
⑤エコドライブマイスター認定試験
⑥運転データなど解説

1 ．受講対象者　　会員事業者のドライバー・ドライバー教育担当者・運行管理者　など
・講習車両は 4t平ボディーです。
・限定中型以上（詳細は申込書参照）の免許取得者を対象としますので、準中型免許では受講できません。
・マニュアル車を使用した実車講習となりますので、講習当日運転可能な方に限ります。

・4 t以上・マニュアル車の運転経験の無い方は受講をご遠慮ください。
・受講後に簡単なアンケート調査を行いますので、ご回答いただける方のご参加をお待ちしております。
・グリーン経営認証に有効であり、Gマークの加点対象となります。講習会終了後、修了証を発行します。

2 ．日程（開始時間は 9 時30分、終了時間は17時頃です）

開催日 場所 使用車両 定員 申込〆切

第 5 回 1 月25日（土） 川崎マリエン
（川崎市川崎区東扇島38- 1 ） 4 t 16名 1 月14日（火）

第 6 回 3 月 1 日（土） 神ト協　相模原サービスセンター
（愛甲郡愛川町中津4077- 3 ） 4 t 16名 2 月18日（火）

02
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……………………………………………切り取らずに、このままFAXしてください……………………………………………

6 ．申込方法
下記「ドライバー向けエコドライブ講習会申込書」にご記入の上、FAXにてお申し込みください。
※　�定員を超えた場合は抽選とさせていただきます。また、なるべく広くエコドライブを普及するため

1社あたりの受講人数を制限させていただく事がございますので、予めご了承ください。また、エコ
ドライブ普及の目的のため、初めて当講習会に参加する事業者を優先させていただく事がございます。

※　�申込書に記入漏れのある場合は受付できません。
※　�当講習会は、受講決定通知と免許証の提示のない方、また運転に適さない服装の方の受講はできません。
※　�やむをえない場合には中止になることもございますのでお含みおきください。

※感染拡大等の状況により、急遽開催の延期等させていただく場合がございます。
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03 安全教育リーダー養成講座のご案内（Gマーク加点対象）
■問合せ先　事業部  交通環境課　TEL 045-471-8882

……………………………………………切り取らずに、このままFAXしてください……………………………………………

　標記講座について、「交通安全教育の強化」を目的として、安全教育を実施する管理者等を対象と
した管理者向け安全教育講習を開催します。
　参加ご希望の方は、下記の申込書によりFAXにて、申込〆切日までにお申し込みください。
　なお、定員を超えた場合は抽選とさせていただきます。

1 ．日程・場所
開催日 場所 講習時間（予定） 定員 申込〆切

第 3 回 1 月21日（火） プロミティふちのべ
（相模原市中央区鹿沼台 1 - 9 -15）13時30分～16時00分 50名 1 月10日（金）

第 4 回 2 月13日（木） 神奈川県トラック総合会館
（横浜市港北区新横浜 2 -11- 1 ） 13時30分～16時00分 50名 2 月 5 日（水）

2 ．共　　　催　　　�神奈川県自動車交通共済協同組合 
陸上貨物運送事業労働災害防止協会神奈川県支部

3 ．対　　　象　　　会員事業者の安全教育担当者（管理者等）
4 ．受　講　料　　　無　料
5 ．講 習 内 容　　　①「自動車運送事業者の監査結果及び指導監督等について」
　　及 び 講 師　　　�　講師：関東運輸局神奈川運輸支局 陸運技術専門官 

②「ドライバー教育の手法～自社で行う座学と実車講習～」 
　　講師：小田原ドライビングスクール　緒方 克宣 氏 
	 講座終了後、修了証を発行します。

＊受講決定者に対しては、後日受講証をFAXにて送付します。当日は受講証をご持参ください。

※感染拡大等の状況により、急遽開催の延期等させていただく場合がございます。

事業部　交通環境課  宛（FAX 045-471-9055）� 令和　　年　　月　　日
※いただいた個人情報については、当該用務以外には使用しません。情報等については厳重に管理します。

「安全教育リーダー養成講座」参加申込書
講 習 日 1 月21日（火）　　・　　2 月13日（木）　　　＜いずれかに○＞

会 員 番 号

参 加 者 名

（フリガナ）

会 社 名

T E L （　　　　 ）　　　 F A X （　　　　）　　　

安全教育リーダー養成講座　受講履歴 初めて・受講したことがある  ＜いずれかに○を＞
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初　校

対象者  神奈川県トラック協会会員事業者所属ドライバー（県内営業所所属に限ります）
で入社後1年以内の新規ドライバー。

受講料 無料

申込先 https://www.kta.or.jp/pub/onlineseminar.html/
 こちらのQRコードからも申し込み可能。　

日　程 1月～3月のスケジュールは以下のカレンダーの通り （1日5時間×3日間）

時　間 9:30～16:00（休憩時間：昼休憩60分、その他30分）

標記研修につきましては、初任運転者向けの指導・監督指針12項目15時間の座学研修を、
オンライン（ZOOM）により受講していただける研修となっております。
　ナビゲーターの進行により、トラックを運転する場合の心構え、安全を確保するために
遵守すべき基本的事項、危険予測、健康管理の重要性等12項目の内容に合わせて各分野
の専門家が動画等で解説しますので是非ご利用ください。

注意事項　  ZOOMを用いて双方向で行います。パソコン、マイク、カメラ等につき
ましては各自でご準備ください。また、可能な限り静かな場所でのご受講
をお奨めします。

　　　　　その他注意事項はホームページにてご確認ください。

〈その他 問い合わせ先〉
一般社団法人 神奈川県トラック協会 事業部 交通環境課
電話：045-471-8882   メール：info＠kta.or.jp

《予約・内容に対する問合せ先》

株式会社ディ・クリエイト
電話：050-3145-2579   メール：info＠de-create.com

オンライン研修のご案内
初任運転者法定15時間

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

2025年 1月

月 火 水 木 金 土 日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

2025年 2月

月 火 水 木 金 土 日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

2025年 3月
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2024年度　安全性評価事業（Gマーク制度）
［安全性優良事業所］に全国で9,056事業所を認定

全国の認定事業所数は29,069事業所／神奈川県は1,473事業所

　全国貨物自動車運送適正化事業実施機関（公益社団法人全日本ト
ラック協会）は、トラック運送事業者の安全対策等について、事業
所単位における取組みを評価し、一定の基準をクリアした事業所を

『安全性優良事業所』として認定する「2024年度貨物自動車運送事
業安全性評価事業」（Ｇマーク制度）の評価を決定し、申請事業所9,460
事業所のうち、9,056事業所を認定しました。認定事業所の内訳に
ついては、次のとおりです。
　

　新規申請1,025事業所、初回更新1,249事業所、2 回目更新1,165事業所、3 回目更新1,612事業
所、4 回目更新1,699事業所、5 回目更新1,026事業所、6 回目更新1,280事業所が認定され、認
定継続中の事業所と合わせて、「安全性優良事業所」は全国で29,069事業所となりました。
　神奈川県においては、申請事業所539事業所のうち、526事業所が認定されました。
　新規申請60事業所、初回更新73事業所、2 回目更新86事業所、3 回目更新135事業所、4 回
目更新93事業所、5 回目更新40事業所、6 回目更新39事業所が認定され、認定継続中の事業所
と合わせて、神奈川県内の「安全性優良事業所」は1,473事業所となりました。

「安全性優良事業所」関東ブロック認定状況
� 2024年12月16日現在

都県名
2021
年度

2022
年度

2023
年度 2024年度

合 計
認定

取得率
（全事業所）

認定
取得率

（5 両以上
事業所）（合計） （合計） （合計） 新規 更新 （合計）

茨　城 155 212 315 38 248 286 968 30.8% 36.1%
栃　木 54 80 156 21 117 138 428 25.9% 29.1%
群　馬 76 127 178 20 133 153 534 31.9% 35.7%
埼　玉 252 377 541 78 484 562 1,732 31.5% 34.3%
千　葉 200 278 414 46 332 378 1,270 31.0% 34.7%
東　京 211 341 565 47 480 527 1,644 29.4% 34.2%
神奈川 197 278 472 60 466 526 1,473 34.0% 37.5%
山　梨 49 58 65 7 64 71 243 39.1% 46.6%

計 1,194 1,751 2,706 317 2,324 2,641 8,292 31.2% 35.1%

全国 4,042 6,535 9,434 1,025 8,031 9,056 29,069 33.9％ 37.7%
※神奈川県の認定取得率「34.0％」は、非会員事業所を含んでいます。
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令和6年安全性優良事業所
関東運輸局長表彰式が開催されました

　11月22日（金）14時より、「安全性優良事業所関東運輸局長表彰式」が神奈川県立青少年センター
において開催されました。
　この表彰は、安全性評価事業（Gマーク）を10年以上継続認定され、行政処分や重大事故が
なく、配置車両の全てに安全機器が装着され、国の基準以上の運転者教育を実施している等の
要件を満たし、既に支局長表彰を受賞している事業所を表彰するものです。
　当日は藤田関東運輸局長の式辞、神奈川県警察本部倉林交通部長が来賓祝辞を述べられ、受
賞事業所を代表して埼玉県の㈱美正本社営業所の代表が謝辞を述べられました。
　神奈川県では、16社18事業所、関東運輸局管内合計で76事業所が受賞されました。

【関東運輸局長表彰・受賞事業所】� （順不同・敬称略）

1 澁 澤 陸 運 株 式 会 社 神奈川ターミナル 10 トナミ首都圏物流株式会社 厚 木 支 店

2 内 外 液 輸 株 式 会 社 川 崎 営 業 所 11 ト ー エ イ 物 流 株 式 会 社 小田原物流センター

3 株 式 会 社 鈴 木 運 送 本 社 営 業 所 12 株 式 会 社 倉 吉 運 輸 綾 瀨 営 業 所

4 綜 合 警 備 保 障 株 式 会 社 警送神奈川支社警送小田原営業所 13 楠 原 輸 送 株 式 会 社 磯 子 営 業 所

5 出水運輸センター株式会社 東 京 営 業 所 14 マ ル ト ク 流 通 株 式 会 社 本 社 営 業 所

6 S B S 即 配 サ ポ ー ト ㈱ 横 浜 事 業 所 15 豊 浜 運 輸 株 式 会 社 本 社 営 業 所

7 浜 一 運 送 株 式 会 社 本 社 営 業 所 16 株式会社東日本トランスポート 横 浜 営 業 所

8 トナミ首都圏物流株式会社 川 崎 支 店 17 株 式 会 社 ケ ー ラ イ ン 本 社 営 業 所

9 トナミ首都圏物流株式会社 海 老 名 支 店 18 株 式 会 社 博 伸 本 社 営 業 所
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…………………………………………切り取らずに、このままFAXしてください…………………………………………

令和6年度「初任運行管理者実務研修会」開催のご案内

　最前線で安全管理を担う運行管理者には、法令理解と遵守はもとより、運転者の教育及び指
導にも一定の知識や対応が求められ、安全管理上の極めて重要な役割が課せられています。
　標記研修会は、運送事業者のコンプライアンス実務の再確認を目的に、新たに選任された運
行管理者や経験の浅い運行管理者を対象に下記のとおり開催いたします。
是非、事業所のコンプライアンスのためにもご参加ください。

記
1 ．日　　時　　令和 7 年 2 月15日（土）10時～15時（予定）
2 ．場　　所　　神奈川県トラック総合会館　7 階大研修室
3 ．受講対象　　新たに選任された運行管理者・経験の浅い運行管理者等
　　　　　　　　※運行管理「補助者」の方もご参加できます。
4 ．研修内容　　運行管理者がすべき具体的な業務内容について
5 ．定　　員　　100名 （先着申込順のため、定員になり次第締切とします。）
　　　　　　　　※受講決定者には後日決定通知書をFAXにて送付させていただきます。
6 ．参 加 費　　1,000円（受講当日徴収します。）
7 ．申込方法　　�下記「参加申込書」をFAX、もしくはQRコードを読込み 

適正化ホームページより申し込みください。　　　　　
8 ．締 切 日　　令和 7 年 2 月 7 日（金）まで
※本研修会は、運行管理者の一般講習や基礎講習とは異なりますのでご注意ください。

適正化事業部  宛（FAX 045-471-5536）� 令和　7 年　　月　　日
　※いただいた個人情報については、研修会用務以外には使用しません。情報等については厳重に管理します。

「初任運行管理者実務研修会」参加申込書

会　社　名

参加者氏名
（ふりがな）

連　絡　先 TEL　　　（　　　）　　　　　 ／ FAX　　　（　　　）　　　　　

備　 　考

（事前に質問等がありましたら、具体的にご記入ください。）
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適正化巡回指導報告　令和6年8月分
神奈川県貨物自動車運送適正化事業実施機関
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ブロックだより
●○●  川崎ブロック ●○●

●○●  県央ブロック ●○●

川崎市より感謝状が贈呈されました

交通遺児のため寄付贈呈を行いました

　川崎市教育委員会の依頼により、児童の自転車による
事故を防ぐための交通安全動画教材の制作に協力したこ
とから、11月28日に川崎市長より、川崎ブロックへ感
謝状の贈呈が行われました。
　同じく制作に協力した川崎総合科学高等学校の生徒と
動画制作をするにあたり苦労した裏話などで談笑しまし
た。
　今後は、川崎市の児童生徒に配布しているPC端末に
て公開する他に、交通安全教室等で活用される予定です。

　県央ブロックでは、11月 9 日（土）～10日（日）に出展開催しました「やまと産業フェア2024」
での来場者の方々にご協力いただいたチャリティー募金額50,000円を交通遺児への継続的な援
助支援に役立てていただくために大和市社会福祉協議会への寄付贈呈を行いました。
　贈呈式は12月6日（金）に大和市保健福祉センターにて行われ、県央ブロックの新村理事より、
同協議会の石井敏英会長へ直接手渡されました。その後、石井会長より、産業フェア来場者や
神ト協関係者へのお礼の言葉と共に感謝状が授与されました。

齋藤副ブロック長・川崎市教育長・髙梨副ブロック長

石井会長、新村理事 感謝状

談笑の様子 感謝状
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青年部会だより
01

　青年部会では11月30日（土）に神奈川県トラック総合会館において、第 2 回全体会議を
開催いたしました。
　第 1 部の2024年度第 1 回臨時総会では、来賓として神ト協金谷智司副会長と會田修常務
理事をお迎えし、2025年度部会長（案）と2025年度役員幹事（案）及び組織図（案）に
ついて審議が行われ、滞りなく承認されました。2025年度の部会長は慎重審議の結果、今
年度の部会長である近藤智平（夏島運輸株式会社）が再任することとなりました。
　第 2 部では「災害時の保障、賠償について」とのテーマのもと研修会を開催いたしまし
た。講師にふくち法律事務所の福地健太郎弁護士と鎌倉小町法律事務所の永田洋子弁護士、
パネリストに東京海上日動火災保険株式会社の浮田恵子氏をお招きし、神ト協青年部会の
代表者を交えディスカッション形式の研修会を実施しました。
　研修会の終了後、場所を新横浜プリンスホテルに移しクリスマス家族会を開催いたしま
した。部会員同士家族ぐるみの交流を深め、クリスマスプレゼントをかけたくじ引き大会
や化学実験パフォーマンスステージなど笑顔溢れる交流会となりました。

第2回全体会議を開催しました

近藤部会長

総会後の集合写真

研修会

クリスマス家族会の集合写真
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青年部会だより

02

03

　青年部会では11月15日（金）、市原刑務所視察研修事業を実施しました。この事業は全
国で唯一の交通刑務所である市原刑務所を訪れることで、社業や日常生活に密接なつなが
りのある自動車運転についての責任を改めて考え、交通事故撲滅につなげることを目的と
して開催されました。
　現地到着後、看守長の講話を拝聴し、市原刑務所の概要や歴史を学びました。その後は
受刑者の服務環境を説明いただきながら、所内を参観しました。運送業界の一員として交
通安全意識を高め、コンプライアンス遵守に向け、より一層意識を高めるきっかけとなる
研修事業となりました。
　その後場所を横浜駅近辺の会場に移し、自民党神奈川県支部連合会青年総局との意見交
換会を行いました。業界問題、地域課題について活発な議論が飛び交う有意義な機会とす
ることができました。

　12月 8 日（日）に社会福祉法人白峰会・高風子供園
において、「訪問」事業を開催いたしました。神ト
協金谷智司副会長にもご参加いただき、社会貢献委
員会のメンバーを中心に子供園を訪れました。

　当日はパティ
シエの先生を招
き、園児一人ひ
とりが思い思い
の形でクリスマスケーキを作成しました。また、本年
度はリースづくりイベントも行いました。プログラム
の最後には子供たちの出し物の発表があり、園児と青
年部会員でお互いにプレゼントを贈りあいました。

市原刑務所視察研修事業を開催しました

「訪問」事業を開催しました

視察研修事業　集合写真 意見交換会で挨拶する近藤部会長

パティシエの先生によるケーキ作り教室

神ト協　金谷副会長
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青年部会だより

04

　私達（一社）神奈川県トラック協会青年
部会は近藤智平部会長を中心に、会員相互
の親睦と連携を密にし、研鑽をつみながら
当協会の事業活動への参画・協力を通じて
貨物自動車運送事業の振興を図るとともに、
社会一般の福祉の増進に役立てることを目
的に活動しています。また、当部会は45
歳以下のトラック協会会員事業所の経営者
および、経営に携わる若手社員にて構成し
ています。主な活動内容としては、「経営・
人材育成研修」として常設研修会や国内外

視察研修会を開催。また、「他都道府県トラッ
ク協会青年部会との交流」など、さまざま
な活動をしております。興味をお持ちの方
は事務局までご連絡ください。

＊�会社の中では孤立してしまい、異業種の友人などでは閉鎖的なこの業界の内容がわからず自
分をさらけ出すことができない。しかし、青年部会に入会して同業の仲間ができ自分をさら
け出すことができるようになった。

＊同業者が集まるので、運賃や給料など他社との比較ができ情報交換などもできるようになった。

＊�99%が中小企業という孤独になりがちなトラック業界において、トラック協会青年部会に入
会し仲間作りができ、視野が広くなった。また、青年部会の中で他社の経営戦略や経営論（会
議の仕方・事業計画の立て方等）を学べ、それを自社にどう生かすことができるかを学べる
場でもある。

＊�はじめは同業者であるが故、敵会社同士がなぜ集まらなければならないのかと思っていたが、
同業の中にも多種多様の経営があり、また他社の経営等を参考にできた。

＊神奈川県下の情報を広く得られるようになり、仕事のやり取りも気軽にできるようになった。

＊青年部会の運営が会社経営の模範としてできるし、その運営の仕方も勉強になる。

（一社）神奈川県トラック協会青年部会
入会のご案内

毎月の幹事会の様子 今年度もさまざまな事業を検討しております

■問合せ先　総務部　総務広報課　担当：谷原　TEL 045-471-5511　FAX 045-471-9055

（一社）神奈川県トラック協会青年部会に入会して
為になったことは？（会員の感想より）
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車種別
令和5年 3 月末 令和6年9月末 令和6年10月末

車　両　数 車両数 対前年度末 車両数 対　前　月 対前年度末
増減数 比　率 増減数 比　率 増減数 比　率

普　　通 46,697 46,597 △ 100 99.8 46,507 △ 90 99.8 △ 190 99.6
小　　型 4,426 4,434 8 100.2 4,427 △ 7 99.8 1 100.0
特種普通 19,176 19,220 44 100.2 19,250 30 100.2 74 100.4
特種小型 774 791 17 102.2 792 1 100.1 18 102.3
合　　計 71,073 71,042 △ 31 100.0 70,976 △ 66 99.9 △ 97 99.9

1）神奈川運輸支局　自動車保有台数調べより引用　　2）特種には、乗用の特種車を含む。

一般貨物自動車運送事業用車両（トレーラーを除く）の推移

（令和6年9月）
順　位 1位 2位 3位 4位

都道府県 東京 愛知 千葉 大阪
9月中 14人 10人 8人 11人
9月末 103人 102人 98人 88人
増減数 +12人 -5人 +14人 -23人

都道府県別交通事故死者数ワースト3県内の交通事故
（令和6年9月）

月・年累計区分 発生件数 死者数 負傷者数
9月中 1,716件 13人 1,986人
9月末 15,046件 78人 17,474人
増減数 -805件 +1人 -1,214人
増減率 -5.1% 1.3% -6.5%

1 月17日（金）　14：00～
　トラック関係五団体 新年賀詞交歓会
　（横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ）

今後の主な会議・ 
行事予定

第4回常任理事会
日　　時　12月13日（金）　12時00分～
場　　所　�神奈川県トラック総合会館  

6 階 第 2 研修室
議　　題

（ 1 ）�令和 7 年度 事業計画骨子（案）について
（ 2 ）�トラック輸送における取引環境・労働

時間改善神奈川県地方協議会委員の変
更（案）について

（ 3 ）�京畿道貨物自動車運送事業協会との協
約書締結後の対応について

（ 4 ）�その他

第4回税制金融委員会
日　　時　�12月17日（火）　15時30分〜
場　　所　�神奈川県トラック総合会館　 

研修室
報告事項

（ 1 ）�令和 6 年度 委員会所管事業中間報告
議　　題

（ 1 ）�令和 7 年度 事業計画骨子（案）について
（ 2 ）その他

第5回総務企画委員会
日　　時　12月17日（火）　16時30分～
場　　所　外部会議室
議　　題

（ 1 ）�神奈川県トラック総合会館の大規模修
繕に伴う事務所の引越等業務募集要項

（案）について

（ 2 ）会員の退会申告の処理（案）について
（ 3 ）その他

第4回労働衛生・ブロック事業委員会
日　　時　12月18日（水）　15時30分〜
場　　所　�神奈川県トラック総合会館 

研修室
報　　告

（ 1 ）�前回委員会の議事概要の報告について
（ 2 ）�ブロックからの報告について
（ 3 ）�所管事業の進捗状況について
議　　題

（ 1 ）�令和 7 年度 事業計画骨子（素案）に 
ついて

（ 2 ）�令和 7 年度 予約制による健康診断事
業（案）について

（ 3 ）�トラック運転者の「睡眠時無呼吸症候
群（SAS）」スクリーニング検査実施に
係る検査・医療機関の指定申請書の受
付について

第4回交通環境委員会
日　時　12月20日（金）　15時30分〜
場　所　�神奈川県トラック総合会館 7 階 

大研修室
報　告

（ 1 ）�令和 6 年度各種研修会等及び各種助成
事業の進捗状況について

（ 2 ）その他
議　題

（ 1 ）�今後の交通環境対策事業（案）について

（ 2 ）�令和 7 年度交通環境委員会事業計画（素
案）について

（ 3 ）�道路改善箇所の選定（案）について
（ 4 ）�その他

第4回経営改善委員会
日　　時　�12月23日（月）　15時30分～
場　　所　�神奈川県トラック総合会館　 

研修室
報告事項

（ 1 ）�令和 6 年度 経営改善委員会所管事業
中間報告

議　　題
（ 1 ）�今後の経営改善事業について
（ 2 ）�令和 7 年 事業計画骨子（案）について
（ 3 ）その他

委員会・会議開催情報

月 日 会社名 主な連絡先（所在地） 電話番号 車輌数 ブロック
1・1 アドバンスクリエイト㈱ 横浜市旭区下川井町234-1 045-442-4325 15 横浜
1・1 ㈱落合組 愛甲郡清川村宮ケ瀬995-13 046-288-2507 5 県央

新規入会
令和7年1月1日現在　会員総数　2,299社
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2024年11月・月間ベストセラーズ（総合部門）

1位架空犯
著者名　東野圭吾
出版社　幻冬舎
2,420円（税込）

6位 シンプル家計ノート 2025
著者名　―
出版社　オレンジページ
310円（税込）

2位 明るい暮らしの家計簿 2025年版
著者名　ときわ総合サービス
出版社　ときわ総合サービス
968円（税込）

7位 世界一かんたん定番年賀状 2025
著者名　年賀状素材集編集部
出版社　KADOKAWA
438円（税込）

3位 本当の自由を手に入れる お金の大学 改訂版
著者名　両＠リベ大学長
出版社　朝日新聞出版
1,650円（税込）

8位 ノラネコぐんだん　ピザをやく
著者名　工藤ノリコ
出版社　白泉社
1,430円（税込）

4位 世界一簡単！70歳からのスマホの使いこなし術
著者名　増田由紀
出版社　アスコム
1,650円（税込）

9位 ストレッチーズ　ワイルドズータント
著者名　―
出版社　デアゴスティーニ・ジャパン
549円（税込）

5位 白石聖写真集　unveil
著者名　白石聖 峠雄三
出版社　宝島社
3,850円（税込）

10位「好き」を言語化する技術　推しの素晴らしさを伝えたいのに「やばい！」しかでてこない
著者名　三宅香帆
出版社　ディスカヴァー・トゥエンティワン
1,320円（税込）

文庫・コミック除く
2024年11月01日（金）～2024年11月30日（土）　有隣堂全店調べ
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水田恐竜
車両台数調査票の車両台数調査票の
ご返送のお願いご返送のお願い

　昨年12月に発送させていただきました「車
両台数調査票」をご記入いただき1月10日（金）
までにご返送又はFAXにてご返信をお願いい
たします。
　令和 7 年度の協会費・助成金対象に関わる
重要事項となりますので、ご回答よろしくお
願いいたします。

皆様にご声援いただきましたゆるキャラ皆様にご声援いただきましたゆるキャラ
グランプリの結果が発表になり、グランプリの結果が発表になり、

という結果になりました。という結果になりました。
応援ありがとう応援ありがとう
ございました！ございました！

全国全国3434位位、、神奈川神奈川11位位
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神貨協連情報
神奈川県貨物自動車事業協同組合連合会　TEL045-471-7323

組合員様限定！！ディーゼルエンジン出張洗浄サービスのご案内
　弊会では、クライム株式会社（神奈川県座間市）と提携しており、会員協同組合に所属する
組合員様におかれましては、同社が提供するディーゼルエンジン出張洗浄サービスを特別価格
でご利用頂けます。ご興味を持たれましたらお気軽にお問い合わせください。
※組合未加入事業者は対象外

車庫まで出張施工
工場に持ち込む手間がございません！

弊会では会員協同組合の組合員様限定で、一般価格よりお安く購入できる商品を多数 
ご用意しています。詳しくはホームページ（※「神貨協連」で検索）をご覧ください。
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陸災防神奈川県支部情報
陸上貨物運送事業労働災害防止協会 神奈川県支部　TEL045-472-1818

〈問合せ・申込先〉
陸災防神奈川県支部
〒222‒0033　横浜市港北区新横浜2‒11‒1　トラック総合会館内　TEL 045‒472‒1818　FAX 045‒472‒1305
案内書・申込書を送付いたします。
ホームページ… 陸災防神奈川県支部 　 検索 　　案内書・申込書を取り出せるほか空き状況も掲載しています。

科　　　目 日　　　　　　時 会　　　　　　場 受　講　料

フォークリフト運転技能講習

1 /18（土）19（日）25（土）26（日） 北相貨物自動車協同組合（愛川）
� （学科・実技） 40,150円

↓
38,500円

※テキスト代
（1,650円）

割引中!!

2 /15（土）16（日）22（土）23（日）

12/ 7（土）8（日）14（土）15（日）
川崎総合物流運輸協同組合

� （学科・実技）1 /18（土）19（日）25（土）26（日）

2 / 8（土）9（日）15（土）16（日）

はい作業主任者技能講習 1 /28（火）29（水） 神奈川県トラック総合会館（学科） 9,300円

玉掛け技能講習 1 /31（金）2 / 1（土）2（日）満席 北相貨物自動車協同組合（愛川）
� （学科・実技） 21,500円

小型移動式クレーン運転技能講習 2 / 7（金）8（土）9（日）満席 北相貨物自動車協同組合（愛川）
� （学科・実技） 31,400円

積卸し作業指揮者教育 2 / 5（水） 神奈川県トラック総合会館（学科） 7,420円

車両系荷役運搬機械作業指揮者教育 2 / 3（月） 神奈川県トラック総合会館（学科） 7,420円

安全衛生推進者（初任時）教育 2 / 7（金） 神奈川県トラック総合会館（学科） 8,030円
新横浜…神奈川県トラック総合会館　　川崎…川崎総合物流運輸協同組合　　
愛川…北相貨物自動車協同組合（神ト協相模原SC）

■フォークリフト講習等 資格取得のご案内■フォークリフト講習等 資格取得のご案内（令和7 年1月~3月）
陸災防神奈川県支部

　陸災防神奈川県支部では、フォークリフト講習をはじめ、各種講習会を実施しております。
　従業員の資格取得に活用してください。いずれの講習も席に余裕がありますのでぜひ受講してください。
　なお、科目により雇用調整助成金の教育訓練に該当することもあります。詳細は神奈川労働局職業安定部
職業対策課（神奈川労働局ホームページ→各種法令手続き→助成金・奨励金・給付金→雇用調整助成金）を
ご参照ください。

令和 6 年度　陸上貨物運送事業
「年末・年始労働災害防止強調運動」実施中

実 施 期 間：令和 6 年12月 1 日から令和 7 年 1 月31日
スローガン：「健康診断 受診はスタート 向き合いましょう 健診結果」

滑らないでください、車も人も！！
　冬が来ます。氷、霜、そして雪により車のスリップ事故、人の転倒災害が増加する時期です。
　スリップや転倒の原因は、氷や霜そして雪などにより足元が滑りやすくなるからです。
　転倒災害は、それに加え人の身体は、低温により身体の筋肉などの機能が低下し、とっさの時に転倒を避
けきれなくなるからです。
　これから寒さが強まりますので、冬期の転倒災害予防のため、次の事項に留意して対策を講じてください。
◎�担当者を決め、敷地内の雪や水溜りの水を取り除き、足元の安全確保をしましょう。
◎�屋内に入る時は、靴裏の雪や水分をふき取り、安全な通路を確保しましょう。
◎�人が多く通行する出入り口は、ヒートマットを敷くなど水分除去を徹底しましょう。
◎�夜間は足元を明るくした安全通路を確保しましょう。
◎�寒波などの時は従業員に天気予報を早めに周知して次の対策を講じましょう。
　＊転倒しにくい靴を着用すること。（車に冬用タイヤを装着するのと同じですね！）
　＊余裕をもって出勤しましょう。
◎�事業所内の滑りやすい場所を洗い出し、「危険マップ」で従業員に周知しましょう。
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……………………………………………………………………………………………………………………………………

陸災防神奈川県支部からのお知らせ

　陸上貨物運送事業の労働災害の約 7 割は、トラックの荷台等からの墜落・転落等の荷役作業中に発生して
います。さらに、そのうちの約 7 割は荷主等（荷主、配送先、元請事業者等）の事業場で発生しています。
このため、厚生労働省では平成25年 3 月に「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」
を策定し、陸運事業者及び荷主等それぞれの実施事項が示されました。また、本ガイドラインが令和 5 年 3
月に改正されたことを踏まえ、テールゲートリフターやロールボックスパレットについても解説を行います。

〜講習会の主な内容〜
1 　開催日時　令和 7 年 2 月25日（火） 13:30〜16:00　
2 　開催場所　神奈川県トラック総合会館
　　　　　　　横浜市港北区新横浜 2-11-1
3 　定　　員　46名（先着順です。）
4 　内　　容
　　・荷役作業安全ガイドラインの解説
　　（労働災害防止対策にも参考となる墜落・転落災害、フォークリフト、ロールボックス
パレット、テールゲートリフター等による災害防止に関する内容も含まれます。）
5 　参加費及びテキスト代　無料
6 　申込方法
　　 参加申込は、下記参加申込書にご記入し、陸災防神奈川県支部までファックスでお申し込

みください。なお、受講票等は送付いたしません。
　　申込締切は、令和 7 年 2 月17日（月）です。ただし、定員に達し次第締め切ります。
7 　受講証明　説明会受講者には、受講証明書を交付します。
8 　問合せ先 陸災防 神奈川県支部　TEL：045-472-1818

《厚生労働省補助事業》

荷役作業安全ガイドライン説明会のご案内荷役作業安全ガイドライン説明会のご案内

陸災防神奈川県支部　FAX　045-472-1305

荷役作業安全ガイドライン説明会参加申込書
ふりがな

参加者氏名①
所属・役職

ふりがな
参加者氏名②

所属・役職

事 業 場 名 （業種：　　　　　　　　）

所 在 地
電 話 番 号

〒　　　－　　　　

電話番号　（　　　　）－　　　　－　　　　
 参加申込書にご記入いただいた情報は、本説明会以外は使用いたしません。
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漫然運転で前車に追突！漫然運転で前車に追突！
神交共 安全情報・事故事例

～コメンタリー運転で事故防止～

“信号赤 停止！”“前方 注意！”など、“信号赤 停止！”“前方 注意！”など、
声に出すコメンタリー運転を実践しましょう。声に出すコメンタリー運転を実践しましょう。

　　の安全運転推進スローガン
コメンタリー

意識改革
 高まる安全 です。です。

　　の安全推進重点項目は、1月 1月

B A

追突事故の防止追突事故の防止
　～「コメンタリー運転」　～「コメンタリー運転」
 の励行～ 　　 の励行～ 　　

　普通貨物車を運転しているAは、
交差点手前で赤信号により停止した
前車Bに追突した。

事故の状況事故の状況 運転者の話運転者の話
　納品を終え、車庫まであと少しということもあり、気が緩んで
しまっていたのか、ぼんやりと運転していました。
　信号が黄色から赤色に変わったことに気づき、慌ててブレーキ
を踏みましたが、間に合わず直前にいた前車Bに追突してしまい
ました。

事故防止のポイント事故防止のポイント

　この事故の原因は、もうすぐ仕事が終わることから油断し漫然運転となり、ブレーキを踏むのが遅れて
しまったことです。
　漫然運転は、集中力がなく注意力も散漫な状態で、わき見運転と等しく、前方の安全確認が疎かになっ
てしまい、追突事故につながりやすく非常に危険です。
　運転に集中するためにも声に出して、直接自分の脳に訴えて安全確認を行う、コメンタリー運転の実践
で、漫然運転を防止し追突事故を根絶しましょう。

事故状況図
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お問い合わせは業務部契約課宛にご連絡をお願いします！！
TEL. 045-475-2007 / FAX. 045-475-2009　E-mail : keiyaku@shinkokyo.or.jp

対人事故の場合の「臨時費用」、自損事故の場合の「特別費用」、車両事故の場合の「搬送費用」
など、組合独自の費用共済金があります。

　私たちは、トラック運送事業者の皆様に、“安心”の自動車共済・自賠責共済と“安全”の
事故防止事業を通じて、皆様の事業運営の一助となるよう共に歩みを進めている組合です。

神奈川県自動車交通共済協同組合にご加入ください神奈川県自動車交通共済協同組合にご加入ください

対人共済契約に、自賠責共済をセッ
ト契約いただくと、対人共済掛金か
ら一定額を割引いたします。

Gマークの認定を得ている組合員のご契約
に際しては、一定条件のもと共済掛金を割
引いたします。

自賠責共済セット契約割引自賠責共済セット契約割引 Gマーク割引Gマーク割引（安全性優良事業所認定割引）（安全性優良事業所認定割引）

当組合契約車両が所定のロードサー
ビスをご利用の場合、1回のご利用毎
に20万円を限度にご負担いたします。
（自己負担金5万円あり）

事業利益が生じた年度は組合員の皆様に還
元しています。
昭和55年度から令和4年度までの配当金
総額は60億円にもなります。

神交共ロードサービス神交共ロードサービス 配当金の還元配当金の還元

交通共済の特徴交通共済の特徴

（ご加入いただくと全て無料でご利用いただけます）
安心と安全を無料でご提供！！安心と安全を無料でご提供！！

詳しくはこちらから神奈川県自動車交通共済協同組合

安全運転トレーニングセンター安全運転トレーニングセンター

運転者講習会の講師派遣運転者講習会の講師派遣

事故防止メールマガジン配信事故防止メールマガジン配信

輸送安全規則に基づく「特別指導講習」輸送安全規則に基づく「特別指導講習」

輸送安全規則に基づく「特別適性診断」輸送安全規則に基づく「特別適性診断」

可搬型事故防止機器可搬型事故防止機器

全国トラック交通共済協同組合連合会全国トラック交通共済協同組合連合会
（交協連）のCMが放映中！（交協連）のCMが放映中！

毎
週
土
曜
日
6
時
30
分

〜
7
時
00
分
頃
放
映

日
本
テ
レ
ビ
系
列

　
ズ
ー
ム
イ
ン
！！

サ
タ
デ
ー
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故障・事故　365日24時間出動
☆普通車・中型～大型トラック・バス・トレーラー　対応可能
☆レッカー車・サービスカー　37台常時待機
☆日野自動車・いすゞ自動車・UDトラックス・三菱ふそう
　各保険・リース提携　JHRネットワークサービス株式会社加盟
☆首都高速道路・NEXCO東日本・各社協定  保険切替え可能

各営業所案内

❖最高品質ロードサービス❖

（有）矢向自動車工業
TEL（045）581-2815

〒230-0001　横浜市鶴見区矢向1-5-39
URL　　 http://www.carclap.co.jp
E-MAIL　yako@carclap.co.jp

●本社（鶴見区）　　●横浜湾岸営業所（神奈川区）
●東京支店（大田区新蒲田）　　●麻布営業所（港区三田）

信頼のネットワークで日本のハイウェーを結ぶ

いつでもどこでも、よりよい品をより安く、しかも確かな技術で。

〒113－0033　東京都文京区本郷2－22－2　宇佐美第一本郷ビル5階
TEL 03－6801－5242　FAX 03－6801－5230　 URL http://usami-net.com　 携帯URL http://usami-net.com/keitai/

広告

株式
会社 東日本宇佐美 東京神奈川支店

■問合せ先　総務部  経理課　TEL 045-471-5511

全国トラック事業グループ保険 （災害保障特約付団体定期保険）

広告

広告
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広告
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広告

広告

広告

令和7年1月10、11、12日
令和7年2月13日
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広告
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○受診手数料は神奈川県トラック協会からの助成があるため2,400円です。
　ただし、助成可能人数を超える場合、全額（4,800円）の負担となります。
○ご予約は実施月の最初の営業日にお電話にて承ります。（045-471-7401）
○なお、相模原サービスセンターへのお問い合わせはご遠慮ください。

【実施日及び開始時間】
　 1 月10日（金）　　10:00〜　12:00〜　14:00〜　　計 3 回
　 2 月の開催はありません。

独立行政法人 自動車事故対策機構 神奈川支所
横浜市港北区新横浜 2-11-1  神奈川県トラック総合会館 3 階

TEL 045-471-7401　　FAX 045-471-7405

神奈川県トラック協会 会員事業者様 限定

適性診断貸出用機器のお知らせ

相模原サービスセンターでの適性診断
（初任診断・適齢診断）のご案内

≪ご利用料金≫

一般診断
手数料 2,400円／人

2　機器の搬送

3　ご都合の良い時間に受診

4　機器の返却

1　ご利用契約
※�ご利用前に、お貸しする機器の動作確認および

取り扱い説明をさせていただきます。

5　受診料金等のご精算
※�NASVAにて機器のご利用期間及び受診者数に

応じた請求書を月ごとに発行いたします。
※指定の期日までお支払いください。

運搬費用 お客様負担

機器ご利用
料金 1,100円／日

≪ご利用の流れ≫
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【お問合せ先】
独立行政法人　自動車事故対策機構　神奈川支所　指導講習担当 
横浜市港北区新横浜 2-11-1　神奈川県トラック総合会館 3 階 
電話番号：045-471-7401

○�ご予約はインターネット（https://k-yoyaku.nasva.go.jp/yoyaku-user）からお願いいた
します。携帯電話、スマートフォンからもご予約いただけます。

運行管理者等基礎講習・一般講習のご案内

開催日 会場 会場住所 予約開始日

1 月15日（水）～ 1 月17日（金） 厚木商工会議所 厚木市栄町 1 -16-15 10月 1 日（火）

1 月22日（水）～ 1 月24日（金）神奈川県トラック総合会館 横浜市港北区新横浜 2 -11- 1 - 7 F 10月 1 日（火）

1 月28日（火）～ 1 月30日（木） かながわ労働プラザ 横浜市中区寿町 1 - 4 10月 1 日（火）

2 月 5 日（水）～ 2 月 7 日（金） かながわ労働プラザ 横浜市中区寿町 1 - 4 11月 1 日（金）

※ 3 月の実施予定はございません。※

基礎講習

携帯電話・スマートフォンの方はコチラ

※詳細についてはインターネット講習予約システムよりご確認ください。
　なお、お申し込みの際は業態（貨物・旅客）をお間違いのないようご注意ください。

支所内開催

開催日 会場 会場住所 予約開始日

月初を除く平日開業日
※ 3 月の実施予定なし※

NASVA神奈川支所（動画） 横浜市港北区新横浜
2 -11- 1 - 3 F

原則開催月
3 カ月前より

開催日 会場 会場住所 予約開始日

1 月31日（金） かながわ労働プラザ 横浜市中区寿町 1 - 4 10月 1 日（火）

2 月26日（水） 厚木商工会議所 厚木市栄町 1 -16-15 11月 1 日（金）

3 月 5 日（水） 神奈川県トラック総合会館 横浜市港北区新横浜 2 -11- 1 - 7 F 12月 1 日（日）

3 月 6 日（木） 神奈川県トラック総合会館 横浜市港北区新横浜 2 -11- 1 - 7 F 12月 1 日（日）

3 月12日（水） かながわ労働プラザ 横浜市中区寿町 1 - 4 12月 1 日（日）

3 月13日（木） かながわ労働プラザ 横浜市中区寿町 1 - 4 12月 1 日（日）

一般講習 ※会場名に（動画）と記載のものは録画映像により受講する動画視聴方式です。
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（一社）神奈川県トラック協会では、視聴覚資料(DVD)を収蔵した図書資料室を開設し、貸出
を行っております。

利用方法

　・�神ト協会員事業者及び従業員の方、関係団体の方はどなた
でもご利用になれます。

　・�初めての方は利用者カード（無料）を発行します。
　　�利用者カードの発行には、住所・氏名・連絡先を確認でき

るもの（運転免許証・健康保険証等）を添えて、申込書に
必要事項を記載してください。

　・貸出は無料です。
　・�横浜サービスセンター（トラック総合会館 2 階）までお越

しください。
　　資料室前の内線電話で呼び出すこともできます。

開室時間

月―金
9 ：00～12：00 13：00～16：30

休 室 日

　◆土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（神ト協休業日に準ずる）

貸　　出

種類 点数・期間
DVD 3 点　 7 日間

　※書籍の貸出は令和 6 年 3 月31日をもって中止させていただきました。

返　　却

　・貸出されたDVDは期限内に返却してください。

※（一社）神奈川県トラック協会ホームページからも図書資料室の情報を見ることができます。
　https://www.kta.or.jp/pub/library/をクリック！

令和 6 年度入荷DVD
タイトル 時間

「交差点事故多発の「なぜ？」～死角に隠れた危険を予測する～ 19分
「交通事故における企業・ドライバーの責任」 23分
「できていますか？歩行者を守る運転」 19分
「ベテランドライバーこそ要注意！～安全運転を怠っていませんか？～」 18分
「いのちを守る！運転者の責任」 20分
「重大事故につながる眠気！睡眠時無呼吸症候群の早期発見、早期治療」 24分
「あなたのための熱中症対策～災害事例から考えよう！～」 25分
過失又は故意により破損・汚損して使用できなくなった場合又は紛失した場合は、実費弁償をお願
い致します。

■問合せ先　神ト協横浜サービスセンター　TEL　045-471-8884

図書資料室 利用者カード

図書資料室ご利用案内
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一般社団法人
神奈川県トラック協会

会　　長 吉田　修一
副 会 長 藤木　幸二
　〃　 髙橋　浩治
　〃　 飯沼　健史
　〃　 大竹　　浩
　〃　 金谷　智司
　〃　 東海林憲彦
　〃　 髙 　英樹
専務理事 永島　和弘
常務理事 寺崎　慎一
　〃　 会田　　修

神奈川県
貨物自動車事業協同組合連合会

会　　長 飯沼　健史
副 会 長 髙橋　浩治
　〃　 稲葉　武久
　〃　 藤木　幸二
専務理事 永島　和弘

神奈川県自動車交通共済協同組合

理 事 長 髙橋　浩治
副理事長 吉田　修一
　〃　 稲葉　武久
　〃　 大竹　　浩
専務理事 大沼　豊和
常務理事 大村　忠士
　〃　 中臣　　誠
　〃　 大塚　　淳
　〃　 三原　輝美
　〃　 奥山　恵子
　〃　 中山　秀雄

陸上貨物運送事業
労働災害防止協会神奈川県支部

支 部 長 吉田　修一
副支部長 藤木　幸二
　〃　 髙橋　浩治
　〃　 飯沼　健史
　〃　 大竹　　浩
　〃　 金谷　智司
　〃　 東海林憲彦
　〃　 髙 　英樹
常務理事 黒谷　一郎

トラック関係団体

神奈川トラック時報　第786号　令和7年1月1日
●発行所　一般社団法人 神奈川県トラック協会　〒222­8510  横浜市港北区新横浜2­11­1  TEL.045（471）5511  FAX.045（471）9055
●編集発行人　広報委員長　伊藤保義
●編集委員　秋元伸介、大門ヒロ子、茅野宏行、柏倉恵太、有安俊哉、小泉恵子、村石久美
●購読料1部　100円（本紙の購読料は月会費に含まれております）



初　校

神
奈
川

ト
ラ
ッ
ク
時
報
2025

第
7
8
6
号

令
和
7
年
1
月
1
日
発
行
（
毎
月
1
日
発
行
）

1

回
　
覧

※本紙には重要な項目が含まれておりますので、社内回覧などをお願いいたします。

※植物油インキマークは印刷インキ工業連合会が定めた、植物油を使用してNL規制に準拠した印刷インキに表示できるマークです。
※この製品は、適切に管理されたFSC®認証林、再生資源およびその他の管理された供給源からの原材料で作られています。

県の奨励金は、神ト協の免許資格取得助成金と併用ができます
　神奈川県による大型等運転免許取得促進奨励金の申請期限が令和7年2月14日（金）となっておりま
す。対象の会員につきましては申請漏れの無いようお願い申し上げます。
　なお、詳細につきましては県ホームページよりご確認ください。

＜概　要＞
交付対象者 従業員の運転免許取得に掛かる経費を負担した県内中小貨物自動車運送事業者

奨励金
交付上限額

○ 大型一種免許（従前所持免許が中型一種・二種以外）　　従業員 1 人あたり　上限150,000円
○ 大型一種免許（従前所持免許が中型一種・二種に限る）　従業員 1 人あたり　上限120,000円
○ 中型一種免許　従業員 1 人あたり　上限90,000円
○ 準中型免許　　従業員 1 人あたり　上限50,000円
※ 1 事業者あたりの上限額はございません。
※詳細は神奈川県作成の手引きをご確認ください。

対象期間

令和 5 年12月18日以降に自動車教習所に入校し、令和 7 年 2 月14日の申請期限に間に合う
ものが対象となります。（教習所は県内・県外を問いません）
※神ト協助成の対象期間と異なりますのでご注意ください。
※ 申請期限前であっても申請金額が予算の範囲を超えた日をもって受付終了となりますの

でご注意ください。

その他
神奈川県内に本店又は主たる事務所がある法人が対象となります。
他県本社は対象となりませんのでご注意ください。

神奈川県による大型等運転免許取得促進奨励金について


